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本
稿
に
先
立
つ

「
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r
a
c
h
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u
m
 s
a
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.
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J

に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

I

は

じ

め

に

ー
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
ま
で

の
時
代
に
お
け
る
、
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
の
起
源
と
展
開
|
|
‘

目

次

I

は

じ

め

に

11
聖
職
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
の
起
源
と
展
開

ー
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代

ニ
フ
ラ
ン
ク
王
国
時
代

三
フ
ラ
ン
ク
王
国
分
裂
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
ま
で
の
時
代

m
異
端
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
の
起
源
と
展
開

一
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代

ニ
フ
ラ
ン
ク
王
国
時
代

三
フ
ラ
ン
ク
王
国
分
裂
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
ま
で
の
時
代

N

お

わ

り

に

八
b
r
a
c
h
i
u
m
s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
,
 論
・
(-) 

市

一九
原

(
1
0
八
五
）

）
れ
ま
で
の

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
:
>
論
に

圭
円

士

V
-

久
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ー

第
四
二
巻
第
五
号

よ
っ
て
主
要
な
考
察
対
象
と
さ
れ
て
き
た
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
教
権
（
教
会
裁
判
権
）

か
ら
俗
権
（
世
俗
裁
判
権
）
へ
の

引
き
渡
し
と
い
う
問
題
に
注
目
し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
が
企
図
す
る

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
:
>
論
の
課
題
と
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
。
先

稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
わ
れ
わ
れ
の
課
題
と
方
法
は
、
若
干
の
補
言
と
と
も
に
要
約
的
に
こ
れ
を
示
せ
ば
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
世
界
を
基
本
的
に
特
徴
づ
け
て
い
る
歴
史
的
事
実
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
支
配
権
力
（
教
権
）
と
世
俗

の
支
配
権
力
（
俗
権
）

の
並
存
で
あ
る
が
、
理
念
的
に
は
支
配
領
域
を
異
に
す
る
聖
俗
両
権
が
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
統
治
機
構
を
整

備
し
た
上
で
現
実
に
は
同
一
の
構
成
員
（
信
徒
1
1
臣
民
）
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」
の
完
成
を
み
た
中
世

盛
期
（
第
一

0
|
-
＿
二
世
紀
）

の
段
階
で
、
両
権
は
、
す
ぐ
れ
て
、
緊
張
関
係
に
あ
る
並
存
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
裁
判
権
の
あ
り
方
こ
そ
権
力
関
係
の
も
っ
と
も
鮮
明
な
指
標
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
立
つ
が
、
こ
の
観
点
か
ら
、

盛
期
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
世
界
に
お
け
る
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
緊
張
的
並
存
と
い
う
事
実
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
問
題
と
さ

れ
る
べ
き
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権
の
相
克
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
盛
期
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
世
界
に
お
け
る
教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権
の
相
克
を
、
主
と
し
て

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 

s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
は
、

カ
ノ
ン
法
学
に
お
け
る
伝
統
的
論
点
の
―
つ
で

あ
り
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
教
会
裁
判
権
か
ら
世
俗
裁
判
権
へ
の
引
き
渡
し
を
主
と
し
て
問
題
と
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

4
に
示
す
よ
う
な
課
題
と
方
法
を
も
つ

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
を
新
た
に
構
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

盛
期
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
世
界
に
お
け
る
教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権
の
相
克
と
そ
こ
に
み
ら
れ
る
両
裁
判
権
の
性
格
、
し
た

が
っ
て
両
支
配
権
力
の
本
質
的
性
格
を
、
わ
れ
わ
れ
の

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
)
>
論
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。

関
法

二
0

(
1
0
八
六
）
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A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare:>~ 

躊
．
I〗

わ
れ
わ
れ
の

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
に
お
い
て
も
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
教
会
裁
判
権
か
ら
世
俗
裁
判
権
へ

の
引
き
渡
し
が
中
心
的
な
考
察
課
題
と
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
重
罪
聖
職
者
の
引
き
渡
し
の
場
合
と
異
端

者
の
引
き
渡
し
の
場
合
を
明
確
に
区
別
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

重
罪
聖
職
者
と
は
、
世
俗
法
上
の
重
罪
を
犯
し
た
聖
職
者
で
あ
る
。
聖
職
者
に
対
し
て
は
、
人
的
管
轄
（
裁
判
籍
特
権
）
に
よ
っ

て
教
会
が
排
他
的
裁
判
管
轄
権
を
行
使
し
た
の
で
、
聖
職
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
教
会
裁
判
権
が
ほ
ん
ら
い
事
物
管
轄
を
も
た
な
い
世

俗
法
上
の
犯
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
教
会
裁
判
所
に
専
属
す
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
聖
職
者
が
重
罪
を
犯
し
た
と
し
て
も
同

様
で
あ
る
。
か
か
る
重
罪
聖
職
者
を
教
会
裁
判
所
が
世
俗
裁
判
所
へ
引
き
渡
す
こ
と
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
引
き

渡
し
と
い
う
行
為
が
、
聖
職
者
裁
判
籍
特
権
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
か
と
い
う
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
、
教
権
か
ら
俗
権
へ
の
重
罪
聖
職
者
の
引
き
渡
し
に
関
す
る
理
論
と
実
際
を
、
聖
職
者
の
裁
判
籍
特
権
の
成
立
過
程
と
そ
れ
を
め

ぐ
る
聖
俗
両
裁
判
権
の
抗
争
の
歴
史
の
な
か
に
あ
と
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
た
い
と
考
え
る
。

異
端
者
と
は
、
教
会
法
上
の
異
端
の
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
る
。
異
端
に
つ
い
て
は
、
事
物
管
轄
に
よ
っ
て
教
会
が
排
他
的
裁
判
管

轄
権
を
行
使
し
た
の
で
あ
っ
て
、
異
端
者
は
教
会
裁
判
所
に
専
属
す
る
。
か
か
る
異
端
者
を
教
会
裁
判
所
が
世
俗
裁
判
所
へ
引
き
渡

す
こ
と
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
教
会
の
異
端
禁
圧
政
策
の
展
開
と
世
俗
権
力
の
そ
れ
へ
の
対
応
と
い
う
問
題
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
教
権
か
ら
俗
権
へ
の
異
端
者
の
引
き
渡
し
に
関
す
る
理
論
と
実
際
を
、
教
会
の
異
端
禁
圧

政
策
の
展
開
と
そ
れ
に
対
す
る
世
俗
権
力
の
対
応
の
歴
史
の
な
か
に
あ
と
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
た
い
と
考
え
る

わ
れ
わ
れ
の

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
:
>
論
は
、
概
ね
以
上
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
課
題
と
方
法
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
考
察
の
対
象
と
な
る
時
期
を
、
ひ
と
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
経
て
、

(
1
0
八
七
）

フ
ラ



第
四
二
巻
第
五
号

頭
）
は
、
中
世
盛
期
後
半
（
第
―
ニ
ー
一
三
世
紀
）

改
革
運
動
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
期
が
、

教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
す
で
に
見
い
だ
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ク
王
国
時
代
を
経
て
、

(
1
0
八
八
）

ン
ク
王
国
分
裂
後
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に
到
る
ま
で
の
時
代
（
主
と
し
て
、
第
四
世
紀
中
葉
か
ら
第
―
二
世
紀
初
頭
ま
で
）
に
限
定
し

た
い
と
思
う
。
教
会
の
世
俗
権
力
か
ら
の
自
由
を
標
榜
し
て
行
わ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
（
第
一
―
世
紀
中
葉
か
ら
第
―
二
世
紀
初

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
、
支
配
体
制
の
整
備
・
確
立
の
画
期
と
な
っ
た
教
会

で

2
)

い
わ
ゆ
る
「
法
史
の
転
換
期
」

(
1
0
六
0
|
-
―
四

0
年
）
に
中
核
的

位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
を
経
た
後
に
現
れ
る
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
世
俗
権
力

へ
の
引
き
渡
し
に
つ
い
て
の
理
論
（
と
り
わ
け
、
教
会
権
力
が
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
目
指
そ
う
と
し
た
支
配
の
性
格
を
法
的
に
表
現
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
『
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
会
法
令
集
』
以
後
の
中
世
カ
ノ
ン
法
学
に
お
け
る
理
論
）
と
訴
訟
実
務
に
つ
い
て
は
、
別

か
く
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
既
述
し
た
問
題
関
心
に
し
た
が
っ
て
、
主
と
し
て
第
四
世
紀
中
葉
か
ら
第
―
二
世
紀
初

頭
ま
で
の
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
教
権
か
ら
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
に
関
す
る
理
論
と
実
際
を
歴
史
的
に
あ
と
づ
け
る
作
業
を

行
い
た
い
と
考
え
る
。
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
教
権
か
ら
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
と
い
う
問
題
は
、
教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権

の
管
轄
争
い
が
熾
烈
を
極
め
る
中
世
盛
期
後
半
以
降
と
り
わ
け
顕
著
な
形
を
と
っ
て
現
れ
て
く
る
が
、
こ
の
問
題
の
起
源
は
、
キ
リ
ス
ト

フ
ラ
ン
ク
王
国
分
裂
後
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
期
に
か
け

て
一
定
の
展
開
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
時
代
に
至
る
ま
で

の
教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権
の
関
係
を
、
教
会
裁
判
権
に
よ
る
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
の
起
源
と
展
開
と

い
う
観
点
に
即
し
て
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

に
稿
を
改
め
て
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

関
法



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare:>,$,!l•H 

教
会
裁
判
権
に
よ
る
重
罪
聖
職
者
の
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
に
関
し
て
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
聖
職
者
の
裁
判
籍
特
権

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
聖
職
者
の
裁
判
籍
特
権
の
萌
芽
は
、
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教

ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、
聖
職
者
に
対
す
る
裁
判
権
の
所
在
に
関
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教

ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
は
じ
め
に
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
以
後
の
、
第
四
ー
五
世
紀
の
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
は
、

(
1
)
 

キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代

II
聖
職
者
の

「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」

の
起
源
と
展
開

(
1
0
八
九
）

(
2
)
 

一
般
に
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
と
呼
ば
れ
る
。

(
1
)

市
原
靖
久
「

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
・
序
説
1

課
題
と
方
法
ー
」
『
関
西
大
学
法
学
論
集
」
第
四
一
巻
第
五
・
六
号
(
-
九
九
二

年）。

(
2
)

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
開
始
か
ら
、
『
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
会
法
令
集
』
が
編
集
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
を
「
法
史
の
転
換
期
」
と
呼
び
、
こ
の

時
期
が
西
洋
法
（
学
）
史
上
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
こ
と
を
強
調
し
た
の
は
、
ポ
ー
ル
・
フ
ー
ル
ニ
エ
で
あ
る

(Paul
F
o
u
r
n
i
e
r
,
 "
U
n
 tour-

n
a
n
t
 d
e
 l'histoire 
d
u
 droit: 
1
0
6
0
-
1
1
4
0
,
"
 N
o
u
v
e
l
l
e
 R
e
v
u
e
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
 
d
e
 droit francais et 
etranger, 
t. 

XLI. 1
9
1
7
,
 R
e
i
m
p
.
 d
a
n
s
 

M
e
l
a
n
g
e
s
 d
e
 droit c
a
n
o
n
i
q
u
e
 ¥
 P
a
u
l
 F
o
u
r
n
i
e
r
,
 
ed. T
h
e
o
 K
o
e
l
z
e
r
 &
 J
e
a
n
 G
a
u
d
e
m
t
,
 Aalen: Scientia, 
1
9
8
3
,
 vol. 2
.
 

〔
邦
ば
訳
＂
＂
士
巾
原

靖
久
「
ポ
ー
ル
・
フ
ー
ル
ニ
エ
『
法
史
の
転
換
期
一
〇
六
0
|
-
―
四
0
年
』
」
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
四
0
巻
第
一
号
(
-
九
九
〇

年）〕）。

(
3
)

前
稿
「
A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
・
序
説
ー
ー
課
題
と
方
法
ー
」
に
お
い
て
も
注
記
し
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
企
図
す
る

A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
の
構
想
は
、

R.
L
a
p
r
a
t

疇 0
•

B
r
a
s
 seculier (libraison au)", 
in: 
Dictionnaire d
e
 droit c
a
n
o
n
i
q
u
e
 I 
11 
D
D
C
]
,
t
.
 

2• 

c
o
l
l
・
9
8
1
-
1
0
6
 0
．
か
ら
大
き
な
示
唆
を
受
け
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
叙
述
も
、
基
本
的
に
は
、
ラ
プ
ラ
の
論
考
に
依
拠
し
つ
つ
、
こ
れ

を
敷
術
し
て
進
め
ら
れ
る
。



し
な
い
。
こ
の
勅
法
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
、
司
教
を
世
俗
裁
判
権
に
「
告
発
」

(
a
c
c
u
s
a
t
i
o
)

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

絶
対
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

R
・
ジ
ェ
ネ
ス
タ
ル
の
よ
う
に
、

勅
令
（
三
九
一
、
三
九
二
年
）

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

四
―
―
―
八
年
に
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
制
定
・
公
布
さ
れ
た
、

T
h
e
o
d
o
s
i
a
n
 u
s
)
 

が
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
教
と

は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
最
初
の
、
公
撰
に
よ
る
体
系
的
勅
法
集
成
で
あ
り
、

の
一
般
的
勅
法
で
当
時
現
行
で
あ
っ
た
も
の
を
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
六
巻
は
、
教
会
に
関
す
る
勅
法
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
第
二
章
「
司
教
、
教
会
お
よ
び
聖
職
者
に
つ
い
て
」

(
d
e
e
p
i
s
c
o
p
i
s
,
 ecclesiis et 
clericis)

に
は
、
教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権
の

『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
二
章
第
―
二
節
（
三
五
五
年
）

つ
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
勅
法
が
、
司
教
に
対
す
る
教
会
の
排
他
的
刑
事
裁
判
権
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
判
然
と

関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
勅
法
が
含
ま
れ
て
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
派
司
教
に
全
教
会
を
譲
渡
し
た

の
公
認
宗
教
の
―
つ
に
加
え
ら
れ
た
が
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
お
よ
び
リ
キ
ニ
ウ
ス
が
発
し
た
ミ
ラ
ノ
寛
容
勅
令
（
三
一
三
年
）
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
ロ
ー
マ
帝
国

ユ
リ
ア
ヌ
ス
を
除
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
積
極
的

に
保
護
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
家
体
制
の
な
か
に
編
入
し
て
い
く
政
策
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
、
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教
は
緊
密
な
関
係
を

有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
関
係
は
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
の
時
代
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
は
、

異
教
・
異
端
を
排
撃
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
、
勅
令
を
も
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
キ
リ
ス
ト
教
を
帝
国
全
人
民
に
強
制
し
（
三
八

0
年）、

関
法

第
四
二
巻
第
五
号

一
六
巻
よ
り
成
る

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
王
朝
の
諸
皇
帝
は
、

『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』

(
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
e
s
 

(
1
0
九
0
)

（
三
八
一
年
）
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
の
供
犠
お
よ
ぴ
信
仰
を
禁
止
す
る

『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』

(Code>.. 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
以
後

は
、
司
教
（
会
議
）
が
司
教
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
を
も

ニ
四



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare)>~ 

寧
•
]
〗

は
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の

に
対
し
て
管
轄
権
を
も
つ
と
規
定
し
て
い
る
。

S
i
r
m
o
n
d
i
a
n
a
e
)

の
第
三
勅
法
（
三
八
四
年
？
）
を
援
用
し
て
、
世
俗
裁
判
権
に
よ
る
事
後
の
裁
判
が
存
在
し
た
、
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
二
章
第
二
三
節
（
三
七
六
年
）

二
五

お
よ
び
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』
第
三
勅
法
は
、
「
宗
教
の

遵
守
に
関
す
る
犯
罪
」

(delicta
a
d
 r
e
l
i
g
i
o
n
i
s
 o
b
s
e
r
v
a
n
t
i
a
m
 p
e
r
t
i
n
e
n
t
i
a
)
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
神
聖
に
関
わ
る
」

(
a
d
C
h
r
i
s
t
i
a
n
a
m
 

p
e
r
t
i
n
e
a
t
 s
a
n
c
t
i
t
a
t
e
m
)

「
教
会
訴
訟
事
件
」

(
c
a
u
s
a
e
e
c
c
l
e
s
i
a
s
t
i
c
a
e
)
 
は
、
司
教
区
の
教
会
会
議
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
聖
職
者
は
司
教
に
対
し
て
の
み
告
発
さ
れ
う
る
と
規
定
し
、
司
教
に
教
会
訴
訟
事
件
に
関
す
る
排
他
的
管
轄
権
を
認
め
て
い
る
が

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
」
第
一
五
勅
法
〔
四
―
二
年
〕
、
す
な
わ
ち
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
」
第
一
六
巻
第

二
章
第
四
一
節
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
）
、
「
刑
事
訴
訟
」

(actio
c
r
i
m
i
n
a
l
i
s
)

に
関
し
て
は
、
世
俗
裁
判
官
が
依
然
と
し
て
聖
職
者

『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
二
章
第
二
三
節
お
よ
び
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
」
第
三
勅
法
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
問

題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
牽
連
性
を
も
た
な
い
二
つ
の
訴
訟
手
続
、
す
な
わ
ち
、
教
会
事
項
に
つ
い
て
の
教
会
会
議
訴
訟
手
続
と
刑
事
事

項
に
つ
い
て
の
世
俗
訴
訟
手
続
で
あ
り
、
聖
俗
両
訴
訟
手
続
間
に
は
法
的
関
連
は
な
い
、
と
す
る
見
解
（
G
.
ラ
ル
デ
）
と
、
キ
リ
ス
ト

教
倫
理
に
対
す
る
罪
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
法
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
犯
罪
で
も
あ
る
同
一
の
違
反
行
為
に
対
す
る
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟

手
続
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
と
す
る
見
解
（
ジ
ェ
ネ
ス
タ
ル
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
な
る
も
の
は
、
『
テ
オ
ド

シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
二
章
第
二
三
節
に
は
明
確
に
は
見
い
だ
さ
れ
ず
、
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
」

仮
に
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
が
四
―
二
年
に
は
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
三
世
の
第
三
五
新
勅
法

（
四
五
二
年
）
ー
俗
人
が
原
告
と
な
り
、
聖
職
者
が
被
告
と
な
っ
て
い
る
訴
訟
で
は
、
原
告
（
俗
人
）

の
諸
勅
法
に
も
は
っ
き
り
と

は
、
俗
権
の
援
助
の
も
と
に
、

(
1
0九
一
）



第
四
一
一
巻
第
五
号

被
告
（
聖
職
者
）
に
世
俗
裁
判
所
へ
の
出
頭
を
強
制
で
き
る
と
規
定
す
る
—
|
＇
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟

手
続
が
そ
の
後
も
実
務
上
維
持
さ
れ
た
か
ど
う
か
知
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
し
、
二
重
の
訴
訟
手
続
が
四
五
二
年
以
後
も
実
務
上
維
持
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
世
俗
裁
判
権
の
干

渉
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
す
な
わ
ち
、
世
俗
裁
判
権
は
、
真
の
判
決
を
下
し
た
の
か
1

世
俗
裁
判
所
は
、

A
.

(
9
)
 

ニ
ッ
ス
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
有
罪
を
認
定
す
る
裁
判
所
」

(
S
c
h
u
l
d
e
r
k
e
n
n
t
n
i
s
g
e
r
i
c
h
t
)

で
あ
っ
た
の
か
ー
、
そ
れ
と
も
、
取
調
や
あ
ら

た
な
調
査
を
せ
ず
聖
職
者
（
聖
職
剥
奪
さ
れ
た
司
教
）
に
世
俗
的
刑
罰
を
適
用
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
な
け
れ

教
会
と
国
家
の
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
、

纂
』
お
よ
び
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』
に
お
け
る
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
勅
法
彙
纂
』

(
C
o
d
e
x
J
u
s
t
i
n
i
a
n
u
s
)

第

一
巻
第
四
章
第
二
九
節
第
一
―
分
節
（
五
―
―
1
0
年
）
、
『
新
勅
法
彙
纂
』
第
八
三
勅
法
（
五
三
九
年
）
お
よ
び
第
―
二
三
勅
法
（
五
四
六

年
）
で
は
、
「
聖
職
者
の
身
分
」

(
s
t
a
t
u
s
e
c
c
l
e
s
i
a
s
t
i
c
u
s
)

に
関
す
る
訴
訟
と
「
世
俗
的
裁
判
」

(judicia
civilia)

に
関
す
る
訴
訟
が

『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
勅
法
彙
纂
j

第
一
巻
第
四
章
第
二
九
節
第
一
―
分
節
の
テ
キ
ス
ト
は
、
聖
俗
二
つ
の
裁
判
権
が
存
在
し
た
と
い

う
こ
と
の
証
拠
と
な
ろ
う
が
、
そ
れ
が
同
一
の
違
反
行
為
を
処
罰
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
、
同
一
事
件
に
対
す
る
聖
俗
二
重

の
訴
訟
手
続
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。

『
新
勅
法
彙
纂
』
第
八
三
勅
法
の
方
は
こ
の
点
に
関
し
て
比
較
的
明
瞭
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
聖
職
者
が
「
世
俗
的
犯
罪
」

）
 

．． 
(c1v1lia c
r
i
m
m
a
 

(
1
0
九
二
）

(10) 

ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
時
代
の
勅
法
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
み
た
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙

の
ゆ
え
に
刑
事
的
召
喚
を
受
け
る
と
き
は
、
最
初
に
事
件
を
提
訴
さ
れ
た
世
俗
裁
判
官
は
、
当
該
聖
職
者
が
聖
職

区
別
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

関
法

二
六



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 

剥
奪
さ
れ
た
の
ち
初
め
て
こ
れ
を
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
す
る

ニ
ー
章
第
一
節
で
は
、
告
発
者
が
最
初
に
司
教
を
世
俗
裁
判
官
に
告
発
し
た
と
き
に
は

二
七

が
で
き
た
）
、
普
通
法
上
の
事
件
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
司
教
に
書
証
を
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
世
俗
裁
判

権
は
、
そ
の
司
教
が
聖
職
剥
奪
さ
れ
て
初
め
て
裁
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
新
た
な
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
司
教

は
、
世
俗
裁
判
官
に
よ
る
裁
定
を
不
当
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
に
は
、
争
い
は
皇
帝
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
、
司
教
は
、
裁
判
籍
特
権
に
加
え
て
、
た
と
え
皇
帝
の
認
可
に
よ
っ
て
世
俗

裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ま
ず
も
っ
て
教
会
裁
判
所
の
審
理
を
受
け
る
優
先
特
権
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
司
教
が
教
会
事
項
に
つ
い
て
排
他
的
裁
判
権
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

本
節
に
お
け
る
叙
述
は
、
主
と
し
て
、

L
a
p
r
a
t
,
0
 p. 
cit., 
coll. 
9
8
2
 ,
 
9
8
3
.
 に
基
づ
い
て
い
る
。

(
2
)
「
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
」
と
い
う
概
念
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
の
も
と
で
の
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
世
界
（
い
わ
ゆ
る

ラ
テ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
世
界
）
の
形
成
と
い
う
関
心
を
前
提
に
し
て
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
東
西
分
裂
（
三
九
五
年
）
以
後

は
、
主
と
し
て
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
み
を
指
称
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
時
代
ま

で
の
東
ロ
ー
マ
帝
国
（
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
）
を
も
含
め
て
、
第
四
ー
六
世
紀
の
東
西
ロ
ー
マ
帝
国
（
西
ロ
ー
マ
帝
国
は
四
七
六
年
に
滅
亡
）
を
指
称

す
る
概
念
と
し
て
用
い
て
い
る
。

な
お
、
第
四
ー
五
世
紀
に
お
け
る
ロ
ー
マ
帝
国
と
教
会
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、

J
e
a
n
G
a
u
d
e
m
e
t
,
 L
'
E
g
l
i
s
e
 d
a
n
s
 /
'
E
m
p
i
r
e
 r
o
m
a
i
n
 

(
1
v
e
 ,
 
v
e
 
siecles)• 

H
i
s
t
o
i
r
e
 d
u
 droit et 
d
e
s
 institutions 
d
e
 l'Eglise 
e
n
 O
c
c
i
d
e
n
t
,
 t. 

III, Paris: Sirey, 
1
9
5
8
.
 ~
 七入平不一＿一部岬『土,"ノス
k
_

教
ロ
ー
マ
帝
国
』
（
創
文
社
、
一
九
七
0
年
）
な
ど
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
世
俗
法
と
教
会
法
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

J
e
a
n

G
a
u
d
e
m
e
t
,
 L
a
 f
o
r
m
a
t
i
o
n
 d
u
 d
r
o
i
t
 s
e
c
u
l
i
e
r
 et d
u
 d
r
o
i
t
 d
e
 
I• 

E
g
l
i
s
e
 a
u
x
 1
v
e
 et 
v
e
 siecles, 
z
e
 ed., Paris: Sirey, 
1
9
7
9
.
 
"ll<l~ 

昭
t
せ
卜
6
c

(
3
)
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
の
宗
教
政
策
に
つ
い
て
は
、
大
沢
武
男
「
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
の
宗
教
政
策
」
（
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
史
』
第
一
巻
、

中
央
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
所
収
）
を
参
照
せ
よ
。

(
1
0
九
三
）

（
皇
帝
の
認
可
が
あ
れ
ば
司
教
を
告
発
す
る
こ
と

（
前
文
第
二
節
）
。
ま
た
、
『
新
勅
法
彙
纂
j

第
―
二
三
勅
法
第



(
4
)
こ
の
点
に
つ
き
、

F
r
a
n
c
o
i
s
M
a
r
t
r
o
y
e
,
 
"Saint 
A
u
g
u
s
t
i
n
 
et 
la 
c
o
m
p
e
t
e
n
c
e
 
d
e
 
la 
juridiction 
ecclesiastique 
a
u
 
y
e
 siecle" 

M
e
m
o
i
r
e
s
 d
e
 la 
Societe national d
e
s
 antiquaires d
e
 F
r
a
n
c
e
,
 t. 
x, 
1
9
1
1
.
 を
参
照
せ
よ
。

(5)

『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』

(Constitutiones
S
i
r
m
o
n
d
i
a
n
a
e
)

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ル
モ
ン

(Jacques

S
i
r
m
o
n
d
)

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
勅
法
集
で
、
三
三
＿
―
-
年
か
ら
四
二
五
年
ま
で
に
発
せ
ら
れ
た
、
国
家
と
教
会
と
の
関
係
に
関
連
す
る
一
六
の

勅
法
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
（
一
六
三
一
年
出
版
）
。
な
お
、
本
勅
法
集
の
校
訂
版
は
、

T
h
.
M
o
m
m
s
e
n
 u. 
P
.
 

M. M
e
y
e
r
 (Hrsg. v.), 
T
h
e
o
d
o
 ,
 

siani libri 
X
V
I
 c
u
m
 constitutionibus 
S
i
r
m
o
n
d
i
a
n
i
s
 ct 
lcgcs n
o
v
c
l
l
a
c
 a
d
 T
h
c
o
d
o
s
i
a
n
u
m
 pertinentes. 
I/2, 
D
a
b
l
i
n
/
Z
u
r
i
c
h
:
 
W
e
i
d
-

m
a
n
n
,
 1
9
0
4
 
(
N
e
u
d
r
u
c
k
,
 1
9
7
1
)
.
 
に向
5

め
ら
れ
て
い
る
。

(
6
)
 
R
o
b
e
r
t
 Genestal,"Les origines d
u
 privilege clerical," N
o
u
v
e
l
l
e
 R
e
v
u
e
 historique d
e
 droit franr;ais etranger, t. 
X
X
X
I
I
,
 1
9
0
8
,
 p. 

1
7
1
.
 

(
7
)
 
G
e
o
r
g
e
 L
a
r
d
e
,
 L
e
 tribunal d
u
 clerc d
a
n
s
 
l• 

E
m
p
i
r
e
 r
o
m
a
i
n
 et 
la 
G
a
u
l
e
 franque, 
M
o
u
l
i
n
s
,
 1
9
2
0
,
 p. 
2
4
 seq. 

(
8
)
 
Genestal, 0
 p. 
cit. 

(
9
)
 
A
n
t
o
n
 
Nissl• 

D
e
r
 G
e
r
i
c
h
t
s
s
t
a
n
d
 d
e
s
 C
/
e
r
u
s
 i
m
 friinkischen Reich, I
n
n
s
b
r
u
c
k
:
 W
a
g
n
e
r
,
 1
8
8
6
,
 S. 
1
0
5
.
 

(10)

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
と
り
わ
け
『
勅
法
彙
纂
』
に
含
ま
れ
る
宗
教
規
定
を
蒐
集
・
訳
出
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
伯
好
郎
『
ロ
ー
マ
帝
国
キ

リ
ス
ト
教
保
護
規
定
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
五
七
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
す
ぐ
後
で
み
る
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
勅
法
彙
纂
j

第
一
巻
第
四

章
第
二
九
節
第
一
―
分
節
（
五
三
0
年
）
に
つ
い
て
は
、
同
書
ー
ニ
六
頁
に
訳
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ク
王
国
時
代
に
も
、
聖
俗
両
裁
判
権
が
お
の
お
の
固
有
の
刑
罰
を
科
す
る
、
二
つ
の
訴
訟
手
続
が
存
在
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
侵
入
後
、
直
ち
に
、
二
つ
の
訴
訟
手
続
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、

れ
た
『
ア
ラ
リ
ッ
ク
抄
典
』

(
B
r
e
v
i
a
r
i
u
m
A
l
a
r
i
c
i
a
n
u
m
)
 

典
は
、
「
聖
職
者
の
訴
訟
」

(
n
e
g
o
t
i
a
e
c
c
l
e
s
i
a
s
t
i
c
a
)

に
つ
い
て
教
会
裁
判
所
の
管
轄
特
権
を
認
め
て
い
る
が
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法

{
l
}
 

フ
ラ
ン
ク
王
国
時
代

関
法

第
四
二
巻
第
五
号

は
、
教
会
裁
判
所
の
管
轄
特
権
に
対
し
て
む
し
ろ
拒
否
的
で
あ
っ
た
。
同
法

ニ
八

(
1
0
九
四
）五

0
六
年
に
制
定
さ



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 
s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
・
曰

彙
纂
』
第
六
巻
第
二
章
第
二
三
節
に
対
す
る
「
釈
義
」

(
i
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
)

と
解
さ
れ
る

二
九

で
は
、
「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
も
、
宗
教
に
関
す
る
事
件
か
ら
、

(
q
u
o
t
i
e
n
s
 e
x
 q
u
a
l
i
b
e
t
 r
e
 a
d
 r
e
l
i
g
i
o
n
e
m
 p
e
r
t
i
n
e
n
t
e
 inter c
l
e
r
i
c
o
s
 fuerit n
a
t
a
 

c
o
n
t
e
n
t
i
o
)

と
し
て
お
り
、
教
会
裁
判
所
の
管
轄
特
権
を
「
聖
職
者
の
間
で
」

(inter
clericos)

提
起
さ
れ
た
訴
訟
に
限
定
し
て
い
る

（
『
ア
ラ
リ
ッ
ク
抄
典
』
第
一
六
巻
第
一
章
第
一
二
節
）
。
西
ゴ
ー
ト
人
の
釈
義
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
司
教
の
意
味
を
比
較
的

P

・
ヒ
ン
シ
ウ
ス
の
い
う
よ
う
に
、

（
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
j

第
一
六
巻
第
二
章
第
―
二
節
に
対
す
る
釈
義
。
『
ア
ラ
リ
ッ
ク
抄

ス
ペ
イ
ン
・
西
ゴ
ー
ト
王
国
に
お
い
て
は
、

レ
カ
レ
ド
王
の
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
（
五
八
九
年
）
以

後
、
教
会
と
国
家
が
緊
密
な
協
調
関
係
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
聖
俗
両
権
の
限
界
が
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
り
、
政
治
機
構
と
し
て
も

機
能
し
た
教
会
会
議
の
優
位
が
、
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
で
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
け
る
、
司
教
に
対
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

A
・
ニ
ッ
ス
ル
が
す
ぐ
れ
た
見
取
り
図
を
提
供
し
て
お
り
、
そ
こ
に

A

・
エ
ス
マ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ッ
ス
ル
に
よ
れ
ば
、
国
王
の
命
令
に
よ
っ
て
行
わ

示
さ
れ
た
考
え
方
は
、

れ
る
予
備
的
な
審
理
の
後
、
有
罪
の
疑
い
の
あ
る
司
教
は
、
カ
ノ
ン
法
規
に
し
た
が
っ
て
、
教
会
会
議
に
召
喚
さ
れ
る
。
当
該
司
教
の
有

罪
が
明
か
で
あ
り
、
過
失
が
十
分
に
重
い
場
合
、
教
会
会
議
を
構
成
す
る
司
教
た
ち
は
、
聖
職
の
剥
奪
を
宣
告
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に

続
い
て
、
国
王
の
裁
判
所
が
、
有
罪
者
（
元
司
教
）
を
逮
捕
し
、
世
俗
法
上
の
刑
罰
を
科
す
る
の
で
あ
る
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
「
世
俗
裁
判
所
へ
の
引
き
渡
し
」

(traditio
c
u
r
i
a
e
 s
a
e
c
u
l
a
r
i
)
 
の
萌
芽
が
あ
る
。
厳
密
に
は
、
教
会

会
議
が
、
聖
職
剥
奪
の
後
、
国
王
裁
判
所
を
し
て
被
告
を
逮
捕
せ
し
め
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
教
会
裁
判
権
が
宗
教
的
刑
罰
の
み
を

言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
教
会
会
議
の
判
決
が
国
王
の
も
と
で
行
わ
れ
る
予
審
の
後
に
下
さ
れ
る
も
の

典
』
第
一
六
巻
第
一
章
第
二
節
）
。

広
く
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

聖
職
者
の
間
で
争
訟
が
生
起
す
る
た
び
ご
と
に
」

(
1
0九
五
）



ま
ず
、
聖
職
が
剥
奪
さ
れ
、
次
に
、
教
会
の
援
助
が
断
ち
切
ら
れ
る

第
四
二
巻
第
五
号

で
あ
る
と
し
た
ら
、
ジ
ェ
ネ
ス
タ
ル
の
い
う
よ
う
に
、
教
会
的
訴
訟
手
続
は
事
後
の
世
俗
的
訴
訟
手
続
を
予
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。

下
級
聖
職
者
す
な
わ
ち
司
祭
お
よ
び
助
祭
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
以
来
、
世
俗
裁
判
権
に
服
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
、
裁
判
籍
特
権
も
優
先
特
権
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ク
ロ
タ
ー
ル
ニ
世
の
六
一
四
年
の
勅
令
以
後
は
、
司
祭
な
い
し
助
祭
が

関
わ
る
訴
訟
で
も
、
司
教
の
場
合
と
同
じ
取
扱
い
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
グ
ド
教
会
会
議
（
五

0
六
年
）
か
ら
パ
リ
教
会
会
議

（
六
一
四
年
）
に
か
け
て
の
諸
教
会
会
議
の
決
議
の
多
く
は
、
す
で
に
、
下
級
聖
職
者
が
原
告
な
い
し
被
告
と
な
る
訴
訟
に
お
け
る
拘
束

や
判
決
の
方
法
に
つ
い
て
、
司
教
の
認
可
す
な
わ
ち
上
級
聖
職
者
の
事
前
の
審
理
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
六
一
四
年
の

ク
ロ
タ
ー
ル
ニ
世
の
勅
令
第
四
条
は
、
刑
事
事
件
に
関
し
て
、
「
重
罪
の
責
を
負
わ
さ
れ
た

て
呵
責
さ
れ
、
司
教
と
と
も
に
審
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

(
Q
u
i
convicti fuerint d
e
 c
r
i
m
i
n
e
 capitali, 
i
u
x
t
a
 c
a
n
o
n
e
s
 distring ,
 

-6) 

）
と
規
定
し
て
お
り
、
司
祭
お
よ
び
助
祭
を
司
教
と
同
等
に
扱
う
こ
と
に
し
た
と
解
さ
れ
る

a
n
t
u
r
 et 
c
u
m
 p
o
n
t
i
f
i
c
i
b
u
s
 e
x
a
m
m
e
n
t
u
r
.
 

の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
下
級
聖
職
者
は
、
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、
司
教
と
同
様
に
、
教
会
裁
判
権
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と

寇‘

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
司
教
・
司
祭
・
助
祭
に
対
す
る
事
前
の
訴
訟
手
続
に
若
干
の
変
更
が
あ
っ
た
力
世
俗
裁
判
権
に
犯
人
を
逮

捕
す
る
権
限
を
与
え
る
た
め
に
は
聖
職
剥
奪
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
は
、
ど
の
テ
ク
ス
ト
も
全
面
的
に
は
反
対
し
て
い
な
い
と

さ
て
、
こ
こ
で
、
カ
ー
ル
大
帝
在
位
期
（
七
六
八
ー
八
一
四
年
）
を
中
心
に
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
勅
令
に
表
れ
た
い
く

-
9
)
 

つ
か
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
呪
術
に
使
用
す
る
た
め
に
、
「
聖
別
さ
れ
た
香
油
を
献
げ
た
」

(
s
a
n
c
t
u
m
c
h
r
i
s
m
a
 d
o
n
a
v
e
r
i
t
)

司
祭
は
、

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

関
法

（八
0
九
年
の
ア
ー
ヘ
ン
勅
令
第
一

0
条
、
八
0
九
年
の
巡
察
使
勅

〔
下
級
聖
職
〕
者
は
、

カ
ノ
ン
法
規
に
従
っ

(゚
1
0
九
六
）



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare)>~ 

寧
．
曰

(10) 

令
第
ニ
一
条
）
。
ま
た
、
「
外
部
の
女
性
」

(
m
u
l
i
e
r
e
s
e
x
t
r
a
n
e
a
e
)
 
と
同
棲
し
た
司
祭
は
、
教
会
会
議
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
国
王
に

よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
り
（
八

0
0ー
八
一

0
年
？
の
巡
察
使
勅
令
第
一
、
二
条
）
、
免
職
さ
れ
財
産
の
仮
差
押
を
受
け
る
（
八

0
四
年
の

(12) 

一
般
巡
察
使
勅
令
第
二
四
条
）
。
さ
ら
に
は
、
自
ら
が
利
益
を
得
る
目
的
で
、
俗
人
に
、
そ
の
子
供
の
相
続
権
を
剥
奪
す
る
こ
と
を
勧
め

た
り
、
教
会
参
事
会
員
お
よ
び
修
道
士
に
な
る
こ
と
を
勧
め
た
聖
職
者
、
教
会
参
事
会
員
お
よ
び
修
道
士
は
、
「
教
会
会
議
ま
た
は
皇
帝

八
条
）
。

の
判
決
に
よ
っ
て
」

(
s
i
n
o
d
a
l
i
v
e
l
 
i
m
p
e
r
i
a
l
i
 s
e
n
t
e
n
t
i
a
)

刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る

（
八
一
八
ー
八
一
九
年
の
教
会
勅
令
第
七
、

こ
れ
ら
の
勅
令
の
規
定
は
、
教
会
の
改
善
命
令
に
不
服
従
な
聖
職
者
に
対
し
て
や
む
を
え
ず
教
会
は
自
ら
俗
権
の
介
入
を
求
め
て
こ
れ
を

矯
正
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
み
せ
て
い
る
こ
と
（
た
と
え
ば
、
七
九
四
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
教
会
会
議
勅
令
第
六
条
、
八

0
二
年
の
一

{15)

（

16) 

般
巡
察
使
勅
令
第
一
五
条
、
八
二
二
年
の
マ
イ
ン
ツ
教
会
会
議
決
議
第
二
二
条
お
よ
び
八
二
九
年
の
パ
リ
教
会
会
議
決
議
第
三
七
条
）
と

し
か
し
な
が
ら
、

カ
ロ
リ
ン
グ
期
の
勅
令
は
統
一
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
外
部
の
女
性
」
と
同
棲
す
る
こ
と
で
は
免
職

(17) 

に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
例
も
あ
り
（
八
二
五
年
の
教
会
に
関
す
る
オ
ロ
ン
ナ
第
二
勅
令
第
五
条
）
、
上
級
聖
職
者
の
近
親
相
姦
の
場
合

(18} 

（
七
五
四
ー
七
五
五
年
の
勅
令
第
二
条
）
。
ま
た
、
聖
油
の
漬
聖
的
使
用
も
、
下
級
聖
職
者
に
つ
い
て
は
、
「
肉
体
的

懲
戒
お
よ
び
禁
固
」

(
d
i
s
c
1
p
l
i
n
a
c
o
r
p
o
r
a
l
i
s
 et 
c
a
r
e
e
r
)

が
科
せ
ら
れ
る
が
、
上
級
聖
職
者
に
つ
い
て
は
免
職
の
み
と
い
う
場
合
も
あ

{19)

（

20) 

る
（
八

0
六
ー
八
一
三
年
の
勅
令
第
一
条
）
。
八

0
九
年
の
ア
ー
ヘ
ン
巡
察
使
勅
令
第
七
条
お
よ
び
八
六
四
年
の
ピ
ト
ゥ
ル
勅
令
第
二
〇

(21) 
条
は
、
良
貨
の
投
棄
に
反
対
し
な
い
司
教
お
よ
び
大
修
道
院
長
に
対
し
て
、
免
職
の
み
を
規
定
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
勅
令
に
お
け
る
取
扱
い
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
上
級

聖
職
者
お
よ
び
普
通
法
上
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
第
九
世
紀
中

に
も
同
様
で
あ
る

関
連
さ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
0
九
七
）



ロ
ー
マ
法
に
依
拠
し
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
五
号

葉
か
ら
、
裁
判
実
務
に
お
い
て
、
聖
職
者
に
世
俗
的
刑
罰
を
科
す
こ
と
へ
の
躊
躇
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
の
裁
判

実
務
は
、
完
全
な
聖
職
者
特
権
の
承
認
と
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
の
維
持
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
教
会
法
令
集
に
も
ま
た
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
は
、

司
教
な
い
し
聖
職
者
を
世
俗
権
力
に
対
し
て
告
発
す
る
こ
と
を
承
認
し
つ
つ
も
制
限
し
よ
う
と
す
る
こ
の
時
期
の
偽
作
文
書
の
傾
向
を
反

(22)

｛

23) 

映
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
八
五

0
年
頃
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ウ
ィ
タ
の
勅
令
集
は
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
『
抄
録
』
に
依
拠

）
か
ら
、
「
も
し
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て

(
S
u
m
m
a
 d
e
'
o
r
d
i
n
e
 eccles1asticos 

行
っ
た
な
ら
ば
、
〔
そ
の
聖
職
者
は
〕
免
職
さ
れ
、
法
定
の
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
Si
in criminali c
a
u
s
a
 f
a
l
s
u
m
 d
i
x
 ,
 

）
と
、
う
一
節
を
採
録
し
て
い
る

b
j
"
 

e
n
n
t
 d
e
p
o
n
a
n
t
u
r
 et leg1tim1s p
o
e
m
s
 s
u
 
1ciantur. 

-> 

法
上
の
犯
罪
に
よ
っ
て
聖
職
者
が
免
職
さ
れ
た
後
、
俗
権
に
よ
る
干
渉
が
続
い
て
い
る
が
、
同
様
の
規
定
は
、
第
三
巻
第
四
二
二
条
に
も

見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
、
聖
職
者
が
司
教
の
処
罰
に
不
服
従
で
、
司
教
が
聖
職
者
を
拘
束
で
き
な
い
場
合
は
、
「
そ
の
時
に
は
、
〔
聖
職
者

は
〕
外
部
の
権
力
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
世
俗
裁
判
官
に
よ
っ
て
、
法
定
の
制
裁
に
従
っ
て
拘
束
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
t
u
n
e

）
と
さ
れ
る
。
司
教
の
処
罰
に

J
u
x
t
a
 c
a
n
o
m
c
a
s
 s
a
n
c
t
i
o
n
e
s
 p
e
r
 p
o
t
e
s
t
a
t
e
s
 e
x
t
e
r
a
s
 a
d
d
u
c
a
n
t
u
r
,
 id 
est p
e
r
 j
u
d
i
c
e
s
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
s
 

不
服
従
の
聖
職
者
を
俗
権
が
拘
束
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
カ
ロ
リ
ン
グ
期
の
法
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
そ
れ
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
後
に
、
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」

(traditio
c
u
r
i
a
e
)
 
の
本
質
的
基
礎
の
一
っ
と
な
る
の
で
あ
る
。

き
渡
し
」
に
関
す
る
規
定
が
三
条
項
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
、

(
1
0
九
八
）

{24) 

八
四
七
年
か
ら
八
五
二
年
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
『
偽
教
皇
令
集
』
す
な
わ
ち
『
偽
イ
シ
ド
ー
ル
ス
教
皇
令
集
』
に
も
「
c
u
r
i
a

へ
の
引

カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
（
四
五
一
年
）

の
決
議
お
よ
び

（
第
二
巻
第
二
＿
三
条
）
。
こ
こ
で
は
、
普
通

す
る
『
聖
品
摘
要
書
』

〔
聖
職
者
が
〕
虚
偽
の
陳
述
を

関
法



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 
saeculare:>iil疇

・
H

カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
決
議
第
一
八
条
は
、
聖
職
者
・
修
道
士
が
司
教
に
対
し
て
謀
議
を
巡
ら
す
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
者
に
対
す
る
刑

罰
と
し
て
免
職
を
規
定
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
位
階
制
が
乱
れ
を
見
せ
る
フ
ラ
ン
ク
時
代
に
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
『
偽
教
皇
令
集
』

蓬‘

の
第
二
部
に
も
、
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
決
議
第
一
八
条
が
採
録
さ
れ
て
い
る
力
第
二
部
で
は
さ
ら
に
三
ヵ
条
が
偽
作
さ
れ
、
教
皇
ピ
ウ

{26)

（

27)

｛

28) 

ス
一
世
に
帰
せ
ら
れ
る
第
一

0
条
、
教
皇
フ
ァ
ビ
ア
ー
ヌ
ス
に
帰
せ
ら
れ
る
第
ニ
一
条
、
教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
に
帰
せ
ら
れ
る
第
―
二
条

に
お
い
て
は
、
謀
議
ま
た
は
諌
告
に
よ
っ
て
司
教
に
服
従
し
な
い
聖
職
者
に
つ
い
て
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

偽
作
条
項
に
は
「
〔
司
教
に
不
服
従
の
聖
職
者
は
〕
位
階
を
剥
奪
さ
れ
、
さ
ら
に
、

d
e
b
e
t
 d
e
c
i
d
e
r
e
 a
u
t
 c
u
r
i
a
e
 t
r
a
d
i
 
s
e
r
v
i
e
n
d
u
s
)
 
と
い
う
文
言
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

と
は
異
な
り
、
免
職
に
加
え
て
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
が
容
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
と
い
う
刑
罰
は
、
『
偽
教
皇
令
集
』

れ
ら
の
規
定
は
、
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
勅
法
に
起
源
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
勅
法
に
は
、
地
方
都
市
が
中
央
に
対
し
て
負
担
す
る
租
税
の
納
入
を
確
保
す
る
た
め
に
、
中
央
へ
の

納
税
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
「
都
市
参
事
会
」

(
c
u
r
i
a
/
 d
e
c
u
r
i
a
)

に
特
定
の
者
を
強
制
的
に
編
入
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
が
し

{29} 

ば
し
ば
あ
り
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
七
巻
第
二
二
章
第
一

れ
よ
う
と
し
て
自
傷
し
た
、
退
役
軍
人
の
息
子
に
対
し
て
、
刑
罰
と
し
て
、
「
都
市
参
事
会
議
員
」

(
d
e
c
u
r
i
o
)

と
し
て
の
納
税
が
強
制

さ
れ
て
い
る
が
、
聖
職
者
に
同
じ
こ
と
を
強
制
す
る
規
定
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
二
章
第
三

九
節
（
四

0
八
年
）
、

第
七
章
（
五
三
五
年
）

の
な
か
で
は
以
上
の
三
ヵ
条
に
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ

（
三
一
九
年
）

お
よ
び
第
二
節
（
三
二
六
年
）

『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
巻
第
三
章
第
五
二
節
（
五
三
一
年
）

カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
決
議
第
一
八
条

で
は
、
兵
役
を
逃

お
よ
び
『
新
勅
法
彙
纂
』
第
六
勅
法

は
、
免
職
さ
れ
た
聖
職
者
や
自
か
ら
聖
職
を
辞
し
た
者
に
対
し
て
、
『
新
勅
法
彙
纂
』
第
五
勅
法
第
六
章
（
五
三

(
1
0
九
九
）

c
u
r
i
a

に
引
き
渡
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
a
g
r
a
d
u
 



五
年
）

第
四
二
巻
第
五
号

は
、
修
道
院
を
棄
て
た
修
道
士
に
対
し
て
、
ま
た
、
『
新
勅
法
彙
纂
』
第
―
二
三
勅
法
第
一
四
、

市
参
事
会
議
員
と
し
て
納
税
す
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
。

と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
最
も
重
要
な
公
的
奉
仕
義
務
（
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
）

(

―

1
0
0
)
 

は
、
独
身
を
守
ら
な
か
っ
た
聖
職
者
に
対
し
て
、
そ
の
者
が
叙
品
さ
れ
る
以
前
に
有
し
て
い
た
財
産
や
社
会
的
階
級
に
し
た
が
っ
て
、
都

「
都
市
参
事
会
」

(
c
u
r
i
a
/
 d
e
c
u
r
i
a
)

に
編
入
さ
れ
、
「
都
市
参
事
会
議
員
」

(
c
u
r
i
a
l
i
s
/
 d
e
c
u
r
i
o
)

と
し
て
納
税
の
義
務
を
負
う
こ

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
「
ア
ラ
リ
ッ

ク
抄
典
』
は
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
規
定
を
残
し
た
。
そ
し
て
、
『
偽
教
皇
令
集
』
は
、
『
ア

ラ
リ
ッ
ク
抄
典
j

を
と
お
し
て
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
に
お
け
る
こ
の
義
務
に
関
す
る
規
定
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
第
九

世
紀
に
は
ロ
ー
マ
の
都
市
制
度
は
も
は
や
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
偽
教
皇
令
集
で
は
c
u
r
i
a

の
正
確
な
意
味
は
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
、

「c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
が
一
種
の
隷
属
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
、
免
職
さ
れ
た
有
罪
聖
職
者
の
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
が
刑

罰
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
1
)

本
節
に
お
け
る
叙
述
は
、
主
と
し
て
、

Laprat,
0
 p. 
cit., 
coll. 9
8
3
 ,
 
9
8
5
.
 
に
基
づ
い
て
い
る
。

(
2
)
 
P
a
u
l
 
H
i
n
s
c
h
i
u
s
,
 
S
y
s
t
e
m
 
d
e
s
 
k
a
t
h
o
l
i
s
c
h
e
n
 
K
i
r
c
h
e
n
r
e
c
h
t
s
 
m
i
t
 
b
e
s
o
n
d
e
r
e
r
 Riicksicht 
a
u
f
 D
e
u
t
c
h
l
a
n
d
,
 
Bd. 
IV, 
Berlin, 
1
8
8
8
 

(
N
e
u
d
r
u
c
k
,
 G
r
a
z
:
 A
k
a
d
e
m
i
s
c
h
e
 D
r
u
c
k
-
u. 
Verlagsanstalt, 1
9
5
9
)
,
 S. 
8
6
2
 f・

か
6
4
~

、
レ
カ
レ
ド
H
士
の
カ
ト
リ
ッ
ク
古
苓
ホ
以
後
の
西
ゴ
ー

ト
王
国
に
お
け
る
教
会
と
国
家
の
協
調
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
田
信
彦
『
ス
ペ
イ
ン
法
の
歴
史
』
（
彩
流
社
、
一
九
九
一
年
）
第
二
章
を
参
照
せ

よ。

(
3
)
 
Niss!, a
 .a. 
0. 

(
4
)

エ
ス
マ
ン
の
、

Niss!,
a. 
a. 
0. 
に
対
す
る
書
評
(
N
o
u
v
e
l
l
e
R
e
v
u
e
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
 d
e
 droit fram;ais et 
etranger, 
t. 
XI, 
1
8
8
7
,
 
pp. 4
0
1
 ,
 

4
0
8
.
)

を
参
照
せ
よ
。

(
5
)
 
R
o
b
e
r
t
 Genestal, L
e
 p
r
i
v
i
l
e
g
i
u
m
 fori e
n
 F
r
a
n
c
e
 d
u
 D
e
c
r
e
t
 d
e
 G
r
a
t
i
e
n
 a
 la 
fin 
d
u
 x
r
v
e
 siecle, 
t. 
II, 
Paris: E. 
L
e
r
o
u
x
,
 1
9
2
4
,
 p. 

関
法

四

一
五
、
二
九
章
（
五
四
六
年
）
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S. 
277. 

ば
）

a.a.O., 
S. 

7
 4. 

ぼ
）

a.a.O., 
S. 

94. 

(;e) 
M
G
H
.
,
 L
e
g
u
m
 Sectio III: 

Concilia, 
Bd. 

II, 
Concilia 

aevi Karolini I, 
Hrsg. 

v. 
Albert. 

Werminghoff, Hannover: Hahn, 
1906(1. 

Tei!), 
1
9
0
8
 (2. 

Tei!) (Neudruck 1979), S. 
267, 636. 

(~
) 

M
G
H
.
,
 Capitul., Bd. I, 

S. 
328. 

（竺）
a.a.O., 

S. 
31. 

ぼ）
a.a.O., 

S. 
142. 

(~
) 

a.a.O., 
S. 

152. 

(~
) 

a.a.O., 
Bd. II, 

Hrsg. v. 
Alfred Boretius u. 

Victor Krause, Hannover: Hahn, 1
8
9
7
 (Neudruck, 1984), S. 
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・
エ

Ill
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I
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(
l
)
 

フ
ラ
ン
ク
王
国
分
裂
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
ま
で
の
時
代

(22) 
P
a
u
l
 
F
o
u
r
n
i
e
r
 et 
G
a
b
r
i
e
l
 
L
e
 
Bras• 

Histoire 
d
e
s
 collections 
c
a
n
o
n
i
q
u
e
s
 e
n
 o
c
c
i
d
e
n
t
 d
e
p
u
i
t
 Jes 
F
a
u
s
s
e
s
 decretales j
u
s
q
u
'
a
u
 

D
e
c
r
e
t
 d
e
 Gratien, t. 
I, 
Paris, 1
9
3
1
 (Reimp., A
a
l
e
n
:
 Scientia, 1
9
7
2
)
,
 p. 
1
3
0
,
 1
6
6
,
 2
3
1
.
 
1ld$! 煕
サ
L
よ。

(23) 
Ibid., 
pp. 1
4
5
 ,
 17
1
.
 
"¥ld$
昭
心
せ
よ
。
マ
イ
＇
ン
ツ
司

t紬
8

血
g

聖
堂
の
助
祭

(levita)

を
自
称
す
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ウ
ィ
タ
（
お
そ
ら
く

偽
名
）
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
の
ア
ン
セ
ギ
ス
に
よ
る
勅
令
集
（
八
二
七
年
）
の
続
編
と
し
て
、
八
五
0
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
こ
の
勅
令
集

に
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
勅
令
の
み
な
ら
ず
、
聖
書
・
教
父
著
作
・
権
威
的
法
令
集
か
ら
採
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
俗
権
の

教
会
に
対
す
る
干
渉
を
排
除
す
る
目
的
か
ら
偽
作
な
い
し
改
窟
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
収
め
ら
れ
て
い
る
勅
令
の
四
分
の
三
は
偽
作
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
。

(24) 
Ibid., 
pp. 
1
 71 ,
 
1
7
9
.
 
"¥ld$
昭
呼
せ
よ
。
た
5
4
~
、
＋
令
吐
i
A
F
底
釆
の
杓
q

町
5
版
}
と
し
て
は
、

P
a
u
l
H
i
n
s
c
h
i
u
s
 (Hrsg. v.)• 

D
e
c
r
e
t
a
l
e
s
 P
s
e
u
d
o
i
s
i
d
o
r、

i
a
n
a
e
 et C
a
p
i
t
u
l
a
 A
n
g
i
l
r
a
m
n
i
.
 Leipzig, 1
8
6
3
 (
N
e
u
d
r
u
c
k
,
 A
a
l
e
n
:
 Scientia, 1
9
6
3
)
 .'.i: “
土
3
ス<。

(25) 
a. 
a. 
0
.
 S
.
 
2
8
7
.
 

(26) 
a. 
a. 
0
.
 S
.
 
1
2
0
.
 

(27) 
a. 
a. 
0
.
 S
.
 
1
6
5
.
 

(28) 
a. 
a. 
0
.
 S
.
 
1
8
6
.
 

(29)

キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
勅
法
に
お
け
る
都
市
参
事
会
議
員
の
納
税
義
務
お
よ
び
刑
罰
と
し
て
の
都
市
参
事
会
議
員
階
級
へ
の
編
入
に

つ
い
て
は
、
長
友
栄
三
郎
「
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
と
ク
リ
ア
ー
レ
ス
」
『
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
紀
要
・

11社
会
科
学
』
第
五
号
(
-
九
五
八
年
）
、
お

よ
ぴ
、
船
田
亨
二
『
ロ
ー
マ
法
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
四
0
八
ー
四
―
二
頁
を
参
照
せ
よ
。

第
九
世
紀
末
か
ら
第
一

0
世
紀
初
め
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
教
会
法
令
集
に
お
い
て
も
、
す
で
に
み
た
偽
作
法
令
集
に
お
け
る
と
同
様

の
傾
向
が
、
聖
職
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
に
関
し
て
、
見
う
け
ら
れ
る
。
第
九
世
紀
中
に
編
纂
さ
れ
た
『
カ
ノ
ン
・
ロ
ー
マ
法
規

集』

(
L
e
x
R
o
m
a
n
a
 c
a
n
o
n
i
c
e
 c
o
m
p
t
a
)

や
、
八
八
二
年
頃
編
纂
さ
れ
た
『
〔
ミ
ラ
ノ
大
司
教
〕
ア
ン
セ
ル
ム
ス

関
法

第
四
二
巻
第
五
号

六

〔
二
世
〕
に
献
呈
さ

(

―

1
0
二）



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare),~ 

躊
．
曰

れ
た
法
令
集
』

＿七

（第

(
3
)
 

(
C
o
l
l
e
c
t
i
o
 A
n
s
e
l
m
o
 d
e
d
i
c
a
t
a
)
~
A
l

の
、
こ
の
時
期
の
イ
タ
リ
ア
の
法
令
集
は
、

ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
『
抄
録
』
に
依
拠

し
て
、
免
職
さ
れ
た
似
而
非
聖
職
者
に
対
す
る
世
俗
裁
判
権
の
管
轄
権
を
認
め
た
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
テ
ク
ス
ト
を
採
録
し
て
お
り
、

『
ア
ン
セ
ル
ム
ス
に
献
呈
さ
れ
た
法
令
集
』
に
は
ま
た
、
ピ
ウ
ス
一
世
の
偽
教
皇
令
も
含
ま
れ
て
い
る
。

第
一

0
世
紀
中
葉
以
降
第
一
―
世
紀
初
頭
ま
で
の
教
会
法
令
集
に
つ
い
て
い
え
ば
、
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
九
八
八
年
か
ら
九
九
六
年
の

間
に
編
纂
さ
れ
た
フ
ル
ー
リ
の
ア
ッ
ボ
ー
の
教
会
法
令
集
が
、
『
偽
教
皇
令
集
』
か
ら
で
は
な
く
、
『
抄
録
』
か
ら
直
接
に
、
似
而
非
聖
職

者
の
処
罰
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
や
、
皇
帝
の
承
認
の
も
と
に
世
俗
裁
判
権
が
司
教
に
対
し
て
判
決
を
下
す
こ
と
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
を
採

録
し
て
い
紅
゜

(
6
}
 

1
0
0
八
年
か
ら
一

0
―
二
年
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
の
教
会
法
令
集
が
、

『
抄
録
」
か
ら
、
司
教
の
判
決
に
俗
権
が
介
入
す
る
こ
と
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
を
採
録
し
て
い
る
が
、
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
は
、
当
該
テ
ク

ス
ト
を
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
の
も
の
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
、
「
も
し
皇
帝
の
法
の

(nisi 
i
m
p
e
r
i
a
l
i
s
 j
u
r
i
s
 
p
r
a
e
c
e
s
s
e
r
i
t
)

と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
帝
権
力
へ
の
言
及
を
慎
重
に
避
け
て
い
る

（
第
一
巻
第
一
六
八
条
）
。
ま
た
、
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
は
、
司
教
に
不
服
従
の
聖
職
者
な
い
し
修
道
士
の
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」

(traditio c
u
r
i
a
e
)

に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
を
『
偽
教
皇
令
集
』
か
ら
採
録
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
た
だ
、
司
教
に
対
し
て
謀
議
を
巡
ら
し

た
聖
職
者
な
い
し
修
道
士
を
免
職
す
る
と
い
う
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
の
決
議
を
採
録
す
る
だ
け
で
あ
り
（
第
一

0
巻
第
六
八
、
六
九
条
）
、

ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
教
会
会
議
（
三
四
一
年
）
決
議
第
五
条
に
見
え
る
皇
帝
権
力
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
削
除
し
て
い
る

巻
第
一
九
三
条
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
は
一
貫
し
て
俗
権
の
干
渉
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ク
時
代

の
教
会
会
議
の
決
議
の
な
か
か
ら
、
司
教
の
許
可
を
得
た
聖
職
者
に
世
俗
裁
判
官
の
も
と
に
出
頭
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

(

―

1
0
三）

（
第
三

〔
介
入
が
〕
先
行
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
」



関
法
第
四
二
巻
第
五
号

-10)

（

11) 

巻
第
一
七
九
条
お
よ
び
第
一
六
巻
第
二
二
、
三
六
条
）
や
、
不
服
従
の
聖
職
者
に
対
す
る
君
主
の
裁
判
を
認
め
て
い
る
も
の

-12)

（

13) 

一
七
九
条
、
第
八
巻
第
五
七
条
）
な
ど
も
採
録
し
て
い
る
。

次
い
で
、
第
一
―
世
紀
中
葉
か
ら
第
―
二
世
紀
初
頭
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
期
に
絹
纂
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
教
会
法
令
集
は
、
教
会
の

世
俗
権
力
か
ら
の
自
由
と
い
う
改
革
理
念
に
忠
実
に
、
聖
職
者
裁
判
籍
特
権
を
非
常
に
重
視
し
た
の
で
、
聖
職
者
の
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き

渡
し
」
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
程
度
慎
重
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
は
、
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
の
教
会
法
令
集
と
同
様

の
傾
向
が
そ
こ
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
『
偽
教
皇
令
集
」
は
真
正
な
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ

れ
を
典
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
に
関
連
す
る
こ
れ
ま
で
の
テ
ク
ス
ト
の
大
部
分
は
、
こ
の
時
代
に
も
伝
え

(14) 

1
0
七
六
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
七
四
章
法
令
集
』
は
、
『
偽
教
皇
令
集
」
に
含
ま
れ
る
「
〔
教
皇
〕

書
簡
」

(
E
p
i
s
t
o
l
a
M
a
r
c
e
l
l
i
n
i
)
 

五
章
第
五
九
条
）
、

の
一
節
（
俗
人
が
聖
職
者
を
告
発
す
る
こ
と
を
絶
対
的
に
禁
止
し
た
も
の
）
を
採
録
し
て
い
る
が
（
第

-15) 

1
0
八
三
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
ル
ッ
カ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
法
令
集
は
、
こ
れ
を
改
変
し
、
司
教
の
許
可
を
得
た
後

で
あ
れ
ば
世
俗
裁
判
官
が
聖
職
者
を
裁
判
す
る
こ
と
を
認
め
る
に
到
っ
て
い
る

へ
の
引
き
渡
し
」

(traditio
c
u
r
i
a
e
)

に
関
す
る
『
偽
教
皇
令
集
」

七
、
六
八
条
、

教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
が
、
司
教
に
反
抗
し
た
聖
職
者
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
の
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
を
実
行
し
た
こ
と
、

ル
ッ
カ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
が
、
こ
れ
を
、

フ
ァ
ビ
ア
ー
ヌ
ス
お
よ
び
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
の
教
皇
令
に
基
づ
く
行
為
と
し
て
支
持
し
た
こ
と
が
、

-17) 

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
「
書
簡
」
第
七
巻
第
二
号

(
1
0
七
九
年
）
か
ら
知
ら
れ
る
か
、
教
会
裁
判
所
に
よ
る
判
決
の
後
に
「
信
仰
篤
く
聡
明

た
と
え
ば
、

の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『
七
四
章
法
令
集
』
第
七
章
第
六

(16) 

ル
ッ
カ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
法
令
集
第
七
巻
第
一
五

0
条
、
第
八
巻
第
一
六
条
が
そ
れ
ら
を
採
録
し
て
い
る
。

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
第
三
巻
第
二
四
条
）
。
そ
し
て
、
す
で
に
み
た
「
c
u
r
i
a

八

マ
ル
ケ
リ
ー
ヌ
ス
の

(

―

1
0
四）

（
第
二
巻
第



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 
s
a
e
c
u
l
a
r
e
)
>
論
・
日

な
マ
テ
ィ
ル
ダ
侯
爵
婦
人
は
、
彼
ら
〔
II
司
教
に
反
抗
し
た
聖
職
者
〕
を
奴
隷
と
名
付
け
、
彼
ら
を
c
u
r
i
a
の
従
僕
に
し
た
。
」

(fidelis

）
と
、
う
文
言
か
ら
、

et 
p
r
u
d
e
n
s
 m
a
r
c
h
i
o
m
s
s
a
 M
a
t
h
i
l
d
a
 s
e
r
v
o
s
 illos 
a
p
p
e
l
l
a
n
s
,
 in 
s
e
r
v
1
t
u
r
e
m
 c
u
r
i
a
e
 v
o
c
a
v
1
t
 eos. 

-" 

リ
ウ
ス
が
、
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
と
い
う
刑
罰
を
世
俗
権
力
へ
の
隷
属
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

お
そ
ら
く
、

＿九
1
0
九
三
年
か
ら
一

0
九
五
年
の

グ
レ
ゴ

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
や
ル
ッ
カ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、
改
革
に
反
対
す
る
聖
職
者
を
粛
清
す
る
た
め
に
、
「
c
u
r
i
a

へ
の
引

き
渡
し
」
ー
改
革
派
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
1

と
い
う
手
段
を
用
い
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

刑
罰
と
し
て
の
、
世
俗
権
力
へ
の
隷
属
は
、
ま
た
、
女
性
と
同
棲
し
た
聖
職
者
に
つ
い
て
規
定
す
る
パ
ヴ
ィ
ア
教
会
会
議

(
1
0
ニニ

(18) 

年
）
決
議
第
一
条
、
ラ
テ
ラ
ノ
宮
の
「
下
婢
」

(ancillae)

と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
聖
職
者
の
内
縁
の
妻
に
つ
い
て
規
定
す
る
ロ
ー
マ

(19)

（

20) 

教
会
会
議

(
1
0
四
九
ー
一

0
五
一
年
）
、
司
教
に
つ
い
て
規
定
す
る
―

1
0
八
年
の
ロ
ン
ド
ン
教
会
会
議
決
議
第
一

0
条
お
よ
び
―
―

(21) 

二
七
年
の
同
教
会
会
議
決
議
第
七
条
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

最
後
に
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
イ
ヴ
ォ
が
編
纂
し
た
い
く
つ
か
の
教
会
法
令
集
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

(
D
e
c
r
e
t
u
m
)
 

間
に
、
イ
ヴ
ォ
は
、
『
三
部
法
令
集
』

(Collectio
t
r
i
u
m
 p
a
r
t
i
u
m
 /
 T
r
i
p
a
r
t
i
t
a
)
、
『
教
会
法
令
集
』

迄‘

典』

(
P
a
n
o
r
m
i
a
)

を
編
纂
し
て
い
る
力
彼
は
、
こ
れ
ら
の
法
令
集
に
、
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
法
令
集
や
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
在
位

お
よ
び
『
法
規
汎

期
の
法
令
集
か
ら
採
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
収
録
し
た
。
聖
職
者
の
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
に
関
し
て
い
え
ば
、
イ
ヴ
ォ
は
俗
権
に
よ
る
処
罰

に
は
反
対
し
て
お
ら
ず
、
彼
の
『
教
会
法
令
集
』
第
六
部
第
四
二
七
条
、
第
一
六
部
第
一
五

0
条
に
は
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
『
抄
録
」
か
ら

第
七
七
章
第
一
節
（
す
で
に
み
た
『
新
勅
法
彙
纂
」
第
八
三
勅
法
）
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ウ
ィ
タ
の
勅
令
集

か
ら
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
の
教
会
会
議
決
議
が
、
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
の
法
令
集
お
よ
び
『
抄
録
』
か
ら
第
一
―
五
章
第
一

0
節
が
採
録
さ
れ

て
い
る
。
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
が
『
抄
録
』

の
テ
ク
ス
ト
に
改
変
を
加
え
、
皇
帝
権
力
へ
の
言
及
を
回
避
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で

(

―

1
0
五）



第
四
二
巻
第
五
号

石

25)

に
ふ
れ
た
が
、
イ
ヴ
ォ
の
『
教
会
法
令
集
』
第
五
部
第
三
六
九
条
は
、
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
の
テ
ク
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
採
録
す
る
と
同
時
に
、

『
教
会
法
令
集
』
第
六
部
第
四
ニ
一
条
に
は
ま
た
、
す
で
に
み
た
、
背
教
聖
職
者
を
「
都
市
参
事
会
議
員
の
地
位
」

-27) 

(curialis c
o
n
d
i
t
i
o
)

に
置
く
こ
と
を
規
定
す
る
『
新
勅
法
彙
纂
」
第
六
勅
法
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
第
五
部
第
二
四
三
条
に
は
、
司
教

に
服
従
し
な
い
聖
職
者
の
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
に
関
す
る
ピ
ウ
ス
の
偽
教
皇
令
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

イ
ヴ
ォ
が
c
u
r
i
a

の
意
味
を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
以
上
の
箇
所
だ
け
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
以
下
に
示
す
イ

ヴ
ォ
の
二
つ
の
書
簡
を
み
れ
ば
、
彼
が
c
u
r
i
a
を
世
俗
権
力
と
理
解
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

(28) 

イ
ヴ
ォ
は
「
書
簡
」
第
五
三
号
に
お
い
て
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
司
教
が
司
教
就
任
の
日
に
、
慣
習
に
し
た
が
っ
て
、
教
会
の
獄
舎
か
ら
あ

る
助
祭
を
解
放
し
た
が
、
司
教
が
こ
の
助
祭
を
解
放
し
た
の
は
、
彼
を
以
後
自
由
の
身
に
し
よ
う
と
望
ん
だ
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
助
祭

を
c
u
r
i
a
に
引
き
渡
し
、
引
き
続
き
彼
を
虐
待
し
監
獄
に
置
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
就
任
式
の
あ
い
だ

司
教
を
補
佐
し
た
こ
の
助
祭
が
、
事
前
に
教
会
裁
判
手
続
に
よ
っ
て
有
罪
判
決
を
受
け
る
こ
と
な

vc
u
r
i
a

へ

(
t
r
a
d
i
t
u
s
)
、
引
き
渡
さ
れ
た
の
ち
は
普
通
法
上
の
犯
罪
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
に
、
イ
ヴ
ォ
は
憤
激
し
て
い
る
。

(29) 

ま
た
、
「
書
簡
」
第
六
六
号
で
は
、
ほ
と
ん
ど
推
挙
に
値
し
な
い
オ
ル
レ
ア
ン
の
司
教
を
そ
の
地
位
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
ト
ゥ
ー
ル

の
大
司
教
の
行
動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ヴ
ォ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
司
教
は
、
反
対
す
る
聖
職
者
た
ち
を
僭
喝
す
る
た
め
に
、

非
合
法
の
告
発
に
よ
っ
て
彼
ら
を
c
u
r
i
a

へ
引
き
渡
し
、
追
放
さ
せ
た
り
財
産
を
没
収
さ
せ
た
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
背
教
聖
職
者
な
い
し
不
服
従
聖
職
者
に
対
す
る
イ
ヴ
ォ
の
態
度
は
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
期
に
、
改
革
を
推
進
す
る
手
段
と
し
て
の
教
会
裁
判
権
の
役
割
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の

イ
ヴ
ォ
の

『
抄
録
』
の
テ
ク
ス
ト
を
も
挙
げ
て
い
る
。

関
法

四
〇

(

―

1
0
六）

「
引
き
渡
さ
れ
」
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四

で
あ
る
。
聖
俗
二
重
の
裁
判
手
続
が
継
起
的
に
行
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
や
フ
ラ
ン
ク
時
代
に
は
、
教
会
裁
判
権
の
役
割

は
聖
職
者
の
聖
職
を
剥
奪
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
に
は
、
改
革
に
反
対
の
立
場
を
と
る
有
罪
聖
職
者
の

世
俗
裁
判
権
へ
の
引
き
渡
し
の
過
程
に
お
け
る
教
会
裁
判
権
の
役
割
が
増
大
し
、
教
会
裁
判
権
は
、
世
俗
的
刑
罰
の
適
用
に
も
一
定
の
役

(
1
)

本
節
に
お
け
る
叙
述
は
、
主
と
し
て
、

L
a
p
r
a
t
,
0
 p. 
cit., 
coll. 9
8
6
 ,
 
9
8
7
.
 
に
基
づ
い
て
い
る
。

(
2
)
 
F
o
u
r
n
i
e
r
 et L
e
 B
r
a
s
,
 op. 
cit., 
t. 
I, 

p. 
ll8. を
琴
品
照
せ
よ
。

(
3
)
 
Ibid., 
p
p
.
 2
3
5
 ,
 24
3
.
 
を
参
照
せ
よ
。

(
4
)
 
Ibid., 
p
p
.
 3
2
0
 ,
 33
4
.
 
を
参
照
せ
よ
。

(
5
)
 
P
a
t
r
o
l
o
g
i
a
e
 C
u
r
s
 u
s
 C
o
m
p
l
e
t
u
s
,
 S
e
r
i
e
s
 L
a
t
i
n
a
 [
 =
 PL・[, ed. J
 ,
 
P. 
M
i
g
n
e
,
 2
2
1
 t
o
m
e
s
,
 Paris, 
1
8
4
4
 ,
 18
6
4
,
 t. 
C
X
X
X
I
X
,
 col. 
5
0
5
.
 

(6) 
F
o
u
r
n
i
e
r
 et 
L
e
 B
r
a
s
,
 0
 p. 
cit., 
t. 
I, 
p
p
.
 3
6
4
-
4
2
1
.
 
を
参
照
せ
よ
。

(
7
)
 
PL., t. 
C
X
L
,
 col. 
5
9
8
.
 

(
8
)
 
Ibid., col. 8
5
4
.
 

(
9
)
 
Ibid., 
col. 
6
5
7
.
 

(10) 
Ibid., 
col. 
6
5
4
.
 

(11) 
Ibid., col. 9
1
2
,
 9
1
8
.
 

(12) 
Ibid., 
col. 6
5
4
.
 

(13) 
Ibid., col. 8
0
4
.
 

(14) 
F
o
u
r
n
i
e
r
 et L
e
 B
r
a
s
,
 0
 p. 
cit., 
t. 
II, 
p
p
.
 1
4
 ,
 
2
0
.
 
お
よ
び
、
野
口
洋
二
「
『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
』
期
に
お
け
る
最
初
の
カ
ノ
ン
法
集
成
1

D
i
v
e
r
s
o
r
u
m
 p
a
t
r
u
m
 s
e
n
t
e
n
t
i
e
 1

に
つ
い
て
」
『
史
卸
U

（
早
大
史
学
会
）
第
一

0
四
号
(
-
九
八
一
年
）
を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
本
法
令
集

の
校
訂
版
と
し
て
は
、

J.
T. 
G
i
l
c
h
r
i
s
t
 (cur.)• 

D
i
v
e
r
s
o
r
u
m
 p
a
t
r
u
m
 s
e
n
t
e
n
t
i
e
 s
i
v
e
 collectio in 
L
X
X
I
V
 titulos 
digesta, 
M
o
n
u
m
e
n
t
a
 

Juris C
a
n
o
n
i
c
i
,
 ser. 
B, t. 
I, 
C
i
t
t
a
 d
e
l
 V
a
t
i
c
a
n
o
:
 B
i
b
l
i
o
t
e
c
a
 A
p
o
s
t
o
l
i
c
a
 V
a
t
i
c
a
n
a
,
 1
9
7
3
.
 ぶ
“
士
3
ス9
0

割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

(

―

1
0
七）



匡
坦
撚
国

i
i
~

撚
は

n]t,
目
11

(1 
1

 o<
)
 

ぼ
）

Fournier et 
L
e
 Bras, op. 

cit., 
t. 
II, 

pp. 
25-37. 如

~
\
鹿

';\!J-'-'゜
心
邸
怜
坦

4嗜
鯰
紀

/iiiii~AJ...)ヤ
ざ

Friedlich
T
h
a
n
e
r
 (Hrsg. v.), 

A
n
s
e
l
m
i
 episcopi Lucensis collectio 

canonum, 
una c

u
m
 collectione 

minore, 
2

 Bde., 
Innsbruck, 

1
9
0
6
-
1
9
1
5
 
(Neudruck, Aalen: 

Scientia, 
1965). 茶

~,.Q
゜

ぼ
）

a.a.O., 
S. 

425, 444. 

(~
) 

PL., t. 
CXLVIII, col. 

546. 

（竺）
Giovanni 

D
o
m
e
n
i
c
o
 
Mansi, 

S
a
c
r
o
r
u
m
 
conciliorum 

nova, 
et 
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collectio 

I
=
 Concil.[, 

3
1
 
vol!, 

Firenze 
/

 Venezia, 

1
7
5
9
-
1
7
9
8
 (Reimp., 
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H. 

Welter, 
1
9
0
1
-
1
9
2
7
;
 
Neudr., 

Graz: 
A
k
a
d
e
m
i
s
c
h
e
 Druck-

u. 
Verlagsanstalt, 

1960-1962), 
Vol. 

XIX, col. 
355. 

ぼ
）

Karl Joseph v
o
n
 Hefele (trad. 

par Henri Leclercq)[= 
Hefele-Leclercq[, Histoire des conciles d'apres Jes 

documents originaux, 

1
1
 tomes, Paris: Letouzey et 

Ane, 1907-52, t. 
IV, 

2e part., 
p. 

1007. 
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X
,
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1
2
3
0
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1
2
3
1
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・
日

教
会
裁
判
権
が
俗
人
に
対
し
て
刑
事
裁
判
管
轄
権
を
も
つ
の
は
、
俗
人
が
正
統
教
義
に
反
す
る
異
端
信
仰
に
立
ち
、
そ
れ
を
誓
絶
し
よ

う
と
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
最
初
期
の
時
代
、
す
で
に
、
諸
処
の
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
指
導
者
が
、恒．ヽ

承
認
を
ま
た
ず
に
異
端
者
に
対
す
る
裁
判
権
を
も
ち
、
異
端
者
に
対
し
て
破
門
を
宣
告
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
カ

告
は
、
司
教
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
る
通
常
の
手
続
ー
司
教
は
、
告
発
、
公
知
、
自
白
な
ど
に
よ
っ
て
知
り
え
た
犯
罪
が
現
実
の
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
の
の
ち
に
は
じ
め
て
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ

と
も
、
異
端
に
関
す
る
事
件
の
場
合
、
異
端
者
に
対
す
る
破
門
の
宣
告
が
常
に
か
か
る
事
前
の
手
続
を
必
要
と
し
た
か
ど
う
か
、

す
で
に
異
端
で
あ
る
と
宣
告
さ
れ
て
い
る
教
理
に
与
し
た
者
に
も
常
に
か
か
る
手
続
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
異
端

者
に
対
す
る
破
門
宣
告
が
「
判
事
的
」

(latae
s
e
n
t
e
n
t
i
a
e
)

な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
異
端
と
い
う
犯
罪
の
遂
行
に
と
も
な
っ
て
自
動
的

に
、
つ
ま
り
、
司
教
の
有
罪
判
決
を
ま
た
ず
に
、
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

異
端
者
に
対
す
る
破
門
宣
告
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
始
ま
り
か
ら
第
三
世
紀
ま
で
の
間

に
は
、
異
端
者
に
対
す
る
破
門
宣
告
に
つ
い
て
、
世
俗
権
力
が
ま
っ
た
＜
介
入
し
な
い
純
教
会
的
な
手
続
だ
け
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
が
世
俗
的
刑
罰
を
も
っ
て
異
端
の
禁
圧
に
介
入
す
る
の
は
比
較
的
時
代
が
降
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
の
ち

に
み
る
よ
う
に
、
教
父
た
ち
に
と
っ
て
、
俗
権
の
介
入
は
、
理
想
的
な
解
決
策
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
皇
帝
の
異
端
禁
圧
立
法
は
、

(
1
)
 

キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代

皿
異
端
者
の

「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」

の
起
源
と
展
開

四

一
般
に
、
破
門
の
宣

ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る

つ
ま
り
、

ア
リ
ウ
ス
派
聖
職
者
を
追
放
し
た
三
二
五
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
の
勅
法
（
ニ
ケ
ー
ア

(

―

1
0
九）



派
は
、

第
四
二
巻
第
五
号

四
四

公
会
議
に
お
い
て
ア
リ
ウ
ス
派
が
異
端
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
）
か
ら
始
ま
る
が
、
聖
ヒ
ラ
リ
ウ
ス
や
聖
ア
タ
ナ
シ
オ

ス
な
ど
第
四
世
紀
の
著
名
な
司
教
は
、
追
放
に
は
反
対
で
、
説
得
に
よ
っ
て
改
心
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
だ
け
賛
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。

早
く
も
こ
の
時
期
か
ら
、
異
端
の
禁
圧
に
つ
い
て
、
教
会
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、

ロ
ー
マ
帝
国
が
い
く
つ
か
の
勅
法
で
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
保
護
、
宗
教
的
統
一
お
よ
び
公
序
の
確
保
を
標
榜
し

彙
纂
』
第
一
六
巻
第
四
章
第
三
節
〔
三
九
二
年
〕
、
第
一
六
巻
第
五
章
第
三
八
節
〔
四

0
五
年
〕
）
、
す
で
に
か
か
る
介
入
に
出
て
い
た
こ

と
、
ま
た
、

ア
リ
ウ
ス
派
や
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
が
暴
力
に
訴
え
た
た
め
、

こ
と
な
ど
に
起
因
す
る
。
そ
し
て
、

役
割
は
、
必
要
と
あ
ら
ば
拷
問
の
恐
怖
に
よ
っ
て
、
異
端
を
禁
圧
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
著
作
は
か
か
る
思
想
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
、
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
と
の
長
期
に
わ

た
る
論
争
に
お
い
て
、
次
第
に
、
異
端
者
に
対
し
て
は
厳
格
な
手
段
（
世
俗
権
力
の
介
入
に
よ
る
帰
順
強
制
）
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
に
転
じ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
異
端
問
題
へ
の
世
俗
権
力
の
介
入
に
つ
い
て
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
考

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

え
方
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

関
法

つ
い
に
は
、

（
三
五
四
ー
四
三

0
年）

(-―
I
 

0
)
 

（
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法

カ
ト
リ
ッ
ク
派
は
法
律
に
よ
る
保
護
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ロ
ー
マ
帝
国
は
異
端
に
直
面
し
て
無
関
心
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
帝
国
の

は
、
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
と
の
闘
争
に
お
い
て
、
当
初
、
平
和
的
な
話
し
合
い
、
会
議
、
あ

る
い
は
書
簡
で
の
論
争
な
ど
に
よ
っ
て
教
会
の
統
一
を
回
復
し
よ
う
と
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
北
ア
フ
リ
カ
教
会
は
、

ヌ
ス
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
従
っ
て
、
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
に
寛
大
さ
を
示
し
、
第
四
カ
ル
タ
ゴ
教
会
会
議
（
四

0
一
年
）
で
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
に
復
帰
す
る
こ
と
を
勧
め
る
使
節
を
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
に
対
し
て
派
遣
す
る
こ
と
す
ら
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ド
ナ
ト
ゥ
ス

一
般
に
、
討
論
を
拒
ん
だ
ば
か
り
か
暴
力
に
訴
え
た
の
で
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
俗
人
、
下
級
聖
職
者
、
司
教
の
生
命
が
危
機
に
瀕
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四
五

す
る
こ
と
も
起
こ
っ
て
き
た
。
北
ア
フ
リ
カ
教
会
お
よ
び
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
危
険
が
切
迫
す
る
前
に
戦
略
を
変
更
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
彼
ら
は
、
す
で
に
第
四
世
紀
に
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
に
関
し
て
出
さ
れ
て
い
た
勅
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
に
到
る
の

ェ
ス
ト
ゥ
ス

o
c
c
u
p
a
t
u
s
)

フ

（
俗
人
）
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
か
つ
て
の
勅
法
を
再
び
適
用
す
る
た
め
に
、
部
下
な
い

し
友
人
を
差
し
向
け
て
く
れ
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
書
簡
」
第
九
三
お
よ
び
九
五
号
に
お
い
て
は
、
異
端
者
に
対
し
て
厳
格
な
勅
法

を
適
用
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
ず
是
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
勅
法
の
適
用
が
、
堕
落
し
た
も
の
と
健
全
な
も
の
を
選
別
す
る
た
め

の
最
後
の
手
段
で
あ
り
、
罪
人
を
矯
正
し
て
、
救
い
を
得
さ
せ
る
た
め
の
最
後
の
手
段
と
も
な
る
か
ら
で
あ
る
（
「
書
簡
」
第
一
―
一
号
、

(

1

0

)

(

1

2

)

 

第
一

0
四
号
、
第
九
五
号
第
一
二
節
、
第
九
七
号
）
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
ま
た
、
「
書
簡
」
第
一

0
五
号
第
六
、
七
、

「
真
理
そ
れ
自
体
の
た
め
の
」

(
p
r
o
i
p
s
a
 v
e
r
i
t
a
t
e
)

皇
帝
の
命
令
は
、
キ
リ
ス
ト
の
命
令
で
あ
り
、
皇
帝
権
力
は
、
実
の
と
こ
ろ
神
が

教
会
に
約
束
し
、
与
え
た
も
う
た
権
力
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
異
端
者
を
強
制
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
従
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
に
仕

~13) 

え
る
こ
と
は
、
国
家
の
役
割
で
あ
り
義
務
で
も
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

(14) 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
書
簡
」
第
九
三
号
（
四

0
八
年
）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い

る
。
曰
く
、
力
に
よ
っ
て
信
仰
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
世
俗
法
の
脅
威
を
異
端
者
に
及
ぽ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
迷
え
る
者
を
正

統
信
仰
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
は
、
異
端
者
に
復
得
さ
せ
な
い
た
め
の
、
あ
る
い
は
、
人
間
精
神
の
本
性
的
怠
惰
に
対
抗
す
る
た
め
の
唯
一

の
措
置
で
あ
る
。
実
に
、
強
制
的
手
段
に
よ
っ
て
異
端
を
禁
圧
す
る
こ
と
は
、
正
義
と
慈
愛
の
た
め
に
と
ら
れ
る
措
置
で
あ
っ
て
、
そ
れ

(15)

（

16) 

は
、
狂
信
者
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
の
鎖
で
あ
る
。
隣
人
を
憎
悪
す
る
の
で
は
な
く
、
矯
正
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は

で
あ
る
。

「
書
簡
」
第
八
九
号

~ 

（四

0
六
年
）
に
お
い
て
、
「
公
的
監
督
に
従
事
し
て
い
る
」

―
一
節
に
お
い
て
、

(
c
u
r
i
s
 
p
u
b
l
i
c
i
s
 



第
四
二
巻
第
五
号

~ 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
ま
た
、
「
書
簡
」
第
一
八
五
号
（
四
一
七
年
）
第
二
四
節
に
お
い
て
は
、
聖
書
（
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
一

四
章
第
一
五
ー
ニ
四
節
）
に
あ
る
、
食
事
に
招
か
れ
た
客
の
た
と
え
話
を
引
き
な
が
ら
、
広
場
や
路
地
で
集
め
ら
れ
た
者
た
ち
（
異
端

者
・
離
教
者
）

p
o
r
i
s
 C
h
r
i
s
t
i
)
 は

、
宴
会
（
正
統
信
仰
）
に
強
制
的
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
「
強
い
て
入
ら
せ

よ」

(cogite
i
n
t
r
a
r
e
)
 
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
「
主
の
宴
会
」

(
c
o
n
v
i
v
i
u
m
D
o
m
i
n
i
)
 

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

は
、
「
キ
リ
ス
ト
の
体
の
統
こ

(
u
n
i
t
a
s
c
o
r
 ,
 

し
か
し
、
世
俗
権
力
の
介
入
に
よ
る
異
端
者
の
矯
正
が
無
制
限
に
行
わ
れ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
世
俗
権
力
の
介
入
は
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
と
っ
て
理
想
的
な
解
決
策
で
は
な
く
、
理
想
は
あ
く
ま
で
慇
懃
な
話
し
合
い
に
よ
る
理
性
の
勝
利
で
あ
っ
て
、
彼
は
か
つ

て
そ
れ
を
唯
一
の
手
段
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
話
し
合
い
の
み
で
は
効
果
が
な
い
と
い
う
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
彼
は
意

(18)

（

19) 

見
を
変
え
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
（
「
書
簡
」
第
九
三
号
第
一
七
節
、
『
再
考
録
』

(
R
e
t
r
a
c
t
a
t
i
o
n
e
s
)

第
二
巻
第
五
章
）
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
や
む
を
得
ず
世
俗
法
の
適
用
に
よ
る
異
端
者
の
矯
正
を
認
め
た
の
で
り
、
世
俗
権
力
の
介
入
を
是
認
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
そ
の
介
入
は
、
異
端
者
を
正
統
信
仰
に
復
帰
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
越
え
て
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
教

会
は
、
刈
り
入
れ
の
日
が
来
る
ま
で
は
、
良
い
麦
に
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
毒
麦
を
宥
恕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
海
岸
ま
で
は
、

(20) 

「
悪
し
き
魚
と
一
緒
に
」

(
c
u
m
m
a
l
i
s
 p
i
s
c
i
b
u
s
)

泳
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
「
書
簡
」
第
九
三
号
第
三
四
節
）
。
こ
う
し
た

(21) 

考
え
か
ら
、
彼
は
、
世
俗
権
力
が
異
端
者
に
死
刑
や
身
体
切
断
刑
を
科
す
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
（
「
書
簡
」
第
一

0
0
号）。

と
こ
ろ
で
、
世
俗
権
力
の
介
入
に
よ
る
異
端
の
禁
圧
と
い
う
考
え
を
普
及
さ
せ
た
の
は
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
初
め
て
で
は
な
く
、

三
四
一
年
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
教
会
会
議
決
議
第
五
条
は
、
す
で
に
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
も
し
、
司
祭
ま
た
は
助
祭
が
、
司
教

の
命
に
従
わ
ず
、
教
会
か
ら
離
れ
て
別
の
集
団
を
形
成
し
祭
壇
を
建
て
、
司
教
の
重
ね
て
の
警
告
を
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い

関
法

四
六
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場
合
に
は
、
こ
の
司
祭
ま
た
は
助
祭
は
、
仮
借
な
く
免
職
さ
れ
、
そ
の
尊
厳
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
も
し
、
そ
の

(22) 

者
が
教
会
を
混
乱
さ
せ
、
反
抗
し
続
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
世
俗
権
力
に
よ
っ
て
反
逆
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

D
o
n
a
t
i
s
t
a
r
u
m
 
episcopum)• 

1':llfil• 

―-
0
節
に
お
い
て
、
世
俗
権
力
の
介
入
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
よ
り
巧
み
に
表
現
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
中
立
の
ま
ま
で
い
て
は
な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
や
姦
淫
、
ま
し
て
潰
聖
や
異
端
を
禁
圧
し

(23} 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
と
彼
は
い
う
。

教
会
の
独
立
さ
ら
に
は
教
権
の
優
越
と
い
う
考
え
方
は
、

リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

(civitas 
D
e
i
)

に
変
え
よ
う
と
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
、
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
、

D
e
i
)

に
お
い
て
、
二
つ
の
国
に
つ
い
て
対
立
的
に
語
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
箇
所
で
こ
の
対
立
は
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
対
立
を
過

度
に
重
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
は
教
会
の
代
理
人
で
あ
る
と
の
考
え
は
皇
帝
立
法
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、

と
も
あ
れ
、

皇
帝
は
自
ら
の
主
権
に
よ
っ
て
異
端
を
処
罰
す
る
の
で
あ
る
。

四
七

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
前
か
ら
、
聖
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
や
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ク

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
「
悪
魔
の
国
」

(civitas
diaboli)

を
「
神
の
国
」

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
降
、
国
家
は
、
異
端
の
禁
圧
の
た
め
に
教
会
に
従
属

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
『
神
の
国
』

(
D
e
civitate 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
強
い
影
響
力
に
よ
っ
て
、
俗
権
の
介
入
に
よ
る
異
端
の
禁
圧
と
い
う
考
え
方
が
確
立
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
教
会
と
国
家
の
協
力
は
、
実
際
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」

と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
関
心
か
ら
い
え
ば
、
教
会
裁
判
権
に
よ
っ
て
裁
判
が
行
わ
れ
る
前
に
、
異
端
者
は
俗
権
へ
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

~ 

し
か
し
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、

四
ニ
―
年
の
『
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
の
司
教
ガ
ウ
デ
ン
テ
ィ
ウ
ス
批
判
j

(
C
o
n
t
r
a
 G
a
u
d
e
n
t
i
u
m
 



ウ
ス
派
に
つ
い
て

帝
は
、
匪
告
者
に
対
す
る
処
罰
を
、

マ
ニ
教
徒
に
つ
い
て

第
四
二
巻
第
五
号

(
-
―
―
四
）

『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
」
第
一
六
巻
第
二
章
「
司
教
、
教
会
お
よ
び
聖
職
者
に
つ
い
て
」
に
含
ま
れ
る
諸
勅
法
の
テ
ク
ス
ト
が
聖

職
者
の
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
に
関
し
て
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
が
、
同
第
一
六
巻
第
五
章
「
異
端
者
に
つ
い

て」

(
D
e
h
a
e
r
e
t
i
c
i
s
)

に
含
ま
れ
る
諸
勅
法
の
テ
ク
ス
ト
も
、
異
端
者
の
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
に
関
し
て
明
瞭
で
は
な
い
。
第
五
章
に

含
ま
れ
る
諸
勅
法
で
は
、
異
端
者
一
般
あ
る
い
は
特
定
の
宗
派
の
支
持
者
に
対
し
て
、
ま
た
、
し
ば
し
ば
離
教
者
あ
る
い
は
背
教
者
に
対

し
て
、
イ
ン
フ
ァ
ミ
ア

の
よ
う
な
手
続
の
あ
と
に
か
か
る
刑
罰
が
科
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
第
五
章
に
含
ま
れ
る
諸
勅
法
に
よ
り

な
が
ら
、
世
俗
裁
判
権
に
お
け
る
異
端
訴
訟
に
つ
い
て
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
五
章
第
四

0
節
（
四

0
七
年
）

て
い
る
。
異
端
者
を
告
発
す
る
こ
と
は
「
公
的
犯
罪
（
の
告
発
）
」
（
c
r
i
m
e
n
p
u
b
l
i
c
u
m
)

す
な
わ
ち
、
国
家
的
関
心
の
も
と
に
行
わ
れ

る
処
罰
手
続
の
一
環
で
あ
る
。
「
公
的
犯
罪
」
に
お
い
て
は
、
告
発
者
が
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
第
九
節

（
三
八
二
年
）

関
法

（
汚
辱
）
、
公
職
就
任
の
不
能
、
遺
言
・
契
約
の
不
能
、
時
に
は
死
刑
と
い
っ
た
刑
罰
が
科
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

で
は
、
告
発
権
に
一
切
の
制
限
を
設
け
ず
に
、

で
は
、
異
端
訴
訟
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
原
則
が
示
さ
れ

マ
ニ
教
徒
を
告
発
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
て
お
り
、
犯
人
の
捜
査
は
こ

れ
に
続
い
て
行
わ
れ
る
。
通
常
は
告
発
者
が
犯
罪
の
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
第
三
世
紀
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
「
刑
事

訴
訟
」

(judicia
p
u
b
l
i
c
a
)
 
に
お
い
て
は
告
発
を
ま
た
ず
に
政
務
官
自
ら
が
犯
罪
事
実
を
摘
発
・
審
理
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
刑
事
訴
訟
で
は
、
「
特
別
に
犯
罪
が
審
理
さ
れ
る
」

(
e
x
t
r
a
o
r
d
i
n
e
m
 c
r
i
m
i
n
a
 p
r
o
b
a
n
t
u
r
)

こ
と
は
、
『
学
説
彙
纂
』
第
四
八

巻
第
一
章
「
刑
事
訴
訟
に
つ
い
て
」

(
D
e
p
u
b
l
i
c
i
s
 judiciis)

第
八
節
（
パ
ウ
ル
ス
）
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
歴
代
ロ
ー
マ
皇

（
ワ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
三
世
の
第
一
七
新
勅
法
〔
四
四
五
年
〕
）
、
ネ
ス
ト
リ

（
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
巻
第
一
章
第
三
節
〔
四
四
八
年
〕
）
廃
止
し
て
い
る
。

四
八



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 
s
a
e
c
u
l
a
r
e
)
,
 論
・
曰

四
九

一
方
に
お
い
て
、
教
会
は
、
破
門
と
い
う
教
会

〔四

0
七
年
〕
、
第
六
四

と
き
に
は
二

0
日
の
猶
予
が
与
え
ら
れ
て
（
同
第
六
二
節
〔
四
二
五
年
〕
）
、
改
悛
が
促
さ
れ
る

（
三
九
六
年
）
、
三
二
（
三
九
六
年
）
、
三
五

一
五

告
発
が
あ
っ
た
の
ち
、
異
端
者
の
捜
査
お
よ
び
逮
捕
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
五
章
第
三
一

九
五
年
）
節
の
諸
勅
法
か
ら
知
ら
れ
る
。
異
端
者
の
有
罪
性
は
公
知
で
あ
っ
た
り
、
訴
訟
過
程
に
お
い
て
立
証
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が

（
同
第
九
節
〔
三
八
二
年
〕
）
、
自
白
に
よ
っ
て
有
罪
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
同
第
四
三
節
〔
四
0
八
年
〕
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
異
端
の
発
見
か
ら
直
ち
に
異
端
訴
訟
に
移
行
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻

第
五
章
第
二
八
節
（
三
九
五
年
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
異
端
の
罪
は
た
と
え
軽
微
な
も
の
で
あ
っ
て
も
可
罰
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
た

が
、
異
端
の
罪
は
、
異
端
者
が
改
悛
し
な
い
と
き
に
の
み
完
遂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
公
的
な
討
論
会
が
組
織
さ
れ
た
り
、

る
で
あ
ろ
う
。

（
三
九
九
年
）
、
七
（
三
八
一
年
）
、

五
七
（
四
一
五
年
）
、

（
三
八
八
年
）
、
二
八

（
同
第
四
〇

〔四

0
七
年
〕
、
第
四
一

〔
四
二
五
年
〕
節
）
。
異
端
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
へ
の
復
帰
が
何
に
も
ま
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

異
端
者
に
関
す
る
訴
訟
手
続
お
よ
び
刑
罰
が
、
以
上
み
た
よ
う
に
、
勅
法
に
厳
然
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
異
端
者
を
め

ぐ
る
世
俗
裁
判
権
と
教
会
裁
判
権
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、

刑
罰
が
す
で
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
異
端
者
に
対
す
る
世
俗
的
刑
罰
の
適
用
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
も
し
、
世
俗
異
端
訴
訟
の
全
過
程
に
わ
た
っ
て
「
宗
教
事
項
」

(
c
a
u
s
a
e
r
e
l
i
g
i
o
n
e
)

に
関
す
る
排

他
的
裁
判
管
轄
権
が
教
会
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
政
務
官
は
、
教
会
に
よ
っ
て
す
で
に
破
門
さ
れ
た
者
を
確
信
的
異
端
者

で
あ
る
と
し
て
有
罪
判
決
で
き
る
に
と
ど
ま
り
、
自
身
で
再
調
査
し
た
り
、
無
罪
の
判
決
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
異
端
を
め
ぐ
る
世
俗
裁
判
権
と
教
会
裁
判
権
の
関
係
は
、
実
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

(
-
―
―
五
）



せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

第
四
二
巻
第
五
号

こ
の
点
に
お
い
て
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
書
簡
」
第
一

0
0
号
に
示
さ
れ
た
、
世
俗
異
端
訴
訟
に
関
す
る
考
え
方
は
、
教
会
が
世

俗
異
端
訴
訟
に
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
異
端
者
の
死
・

刑
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
先
に
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
こ
の
書
簡
は
、
四

0
九
年
に
、

ア
フ
リ
カ
属
州
長
官
ド
ナ
ト
ゥ
ス
に
宛
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、

「
聖
職
者
以
外
に
は
、
誰
も
、
あ
な
た
が
た
の
も
と
に
教
会
事
項
を
持
ち
込
も
う
と
は
考
え
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
ご
賢
察
い
た
だ

き
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
あ
な
た
が
た
が
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
お
い
て
犯
人
た
ち
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
が
た
は
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
な
た
が
た
の
訴
訟
に
こ
の
種
の
も
の
を
持
ち
込
む
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
思
い
と
ど
ま
ら

e
c
c
l
e
s
i
a
s
t
i
c
o
s
 
curat. 
P
r
o
i
n
d
e
,
 
si 
o
c
c
i
d
e
n
d
o
s
 in 
h
i
s
 
s
c
e
l
e
r
i
b
u
s
 
h
o
m
i
n
e
s
 p
u
t
a
v
e
r
i
t
i
s
,
 
d
e
t
e
r
r
e
b
i
t
i
s
 
n
o
s
 n
e
 p
e
r
 o
p
e
r
a
m
 n
o
s
、
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t
r
a
m
 a
d
 v
e
s
t
r
u
m
 j
u
d
i
c
i
u
m
 a
l
i
q
u
i
d
 tale 
p
e
r
v
e
n
i
a
t
.
)
 

見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(illud 
q
u
o
q
u
e
 p
r
u
d
e
n
t
i
a
 
t
u
a
 
cogitet, 
q
u
o
d
 c
a
u
s
a
s
 
e
c
c
l
e
s
i
a
s
t
i
c
a
s
 
i
n
s
i
n
u
a
r
e
 
v
o
b
i
s
 
n
e
m
o
 p
r
a
e
t
e
r
 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
こ
の
書
簡
に
お
い
て
、
異
端
問
題
は
教
会
事
項
で
あ
り
、
聖
職
者
の
み
が
異
端
者
を
世

俗
裁
判
権
に
提
訴
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
が
、
も
し
、
世
俗
裁
判
権
が
異
端
者
に
死
刑
を
科
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
教
会
は
異
端
者

を
提
訴
す
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
上
に
み
た
箇
所
に
続
け
て
、

教
会
が
異
端
者
を
世
俗
裁
判
権
に
提
訴
し
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
、
異
端
者
た
ち
は
ま
す
ま
す
激
し
く
自
分
た
ち
に
暴
虐
を
加
え
る
で
あ
ろ

う
が
、
死
刑
を
求
め
て
提
訴
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
異
端
者
の
手
に
か
か
っ
て
死
ぬ
こ
と
を
選
ぶ
用
意
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
彼
に

あ
っ
て
は
、
異
端
問
題
へ
の
世
俗
裁
判
権
の
介
入
は
教
会
の
提
訴
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
教
会
の
提
訴
は
、

あ
く
ま
で
も
、
異
端
者
の
正
統
信
仰
へ
の
復
帰
を
促
す
た
め
に
だ
け
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
異
端
者
に
死
刑
を
科
す
た
め
の
も
の
で

関
法

五
〇

(
-
―
―
六
）



五

に
）
告
発
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
同
第
一
八
節
第
―
二
分
節
か
ら
知
ら
れ
る
。

(
t
r
a
d
i
t
i
o
)
 

世
俗
異
端
訴
訟
に
関
与
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
教
会
異
端
訴
訟
と
世
俗
異
端
訴
訟
の
間
に
は
法
的
な
関
連
は
な
い
の
で
あ
る
。

教
皇
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
は
、
「
外
部
の
権
力
」

(
e
x
t
e
r
a
p
o
t
e
s
t
a
s
)
 

一
七

さ
て
、
再
び
世
俗
異
端
訴
訟
の
手
続
に
関
し
て
い
え
ば
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
よ
り
後
の
諸
勅
法
で
も
、
す
で
に
示
し
た
原

則
と
概
ね
同
様
の
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
巻
第
五
章
第
八
節
第
四
分
節
（
四
五
五
年
）
、
同
第

―
一
節
（
四
八
七
ー
五
一

0
年
）
、
『
新
勅
法
彙
纂
』
第
一
三
二
勅
法
（
五
四
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
異
端
訴
訟
は
常
に
政
務
官
に
よ
っ
て
審

マ
ニ
教
徒
に
対
し
て
、
何
回
も
の
警
告
の
後
、
改
悛
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
巻
第
五
章
第
一
六
節
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
司
教
の
役
割
は
、
勅
法
違
反
に
つ
い
て
探

査
し
、
違
反
者
は
免
職
に
処
す
も
の
と
し
て
、
司
教
自
ら
そ
の
勅
法
違
反
を
属
州
長
官
に
（
属
州
長
官
が
職
務
を
塀
怠
す
る
と
き
は
皇
帝

以
上
の
考
察
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
お
い
て
は
、
国
家
と
教
会
が
と
も
に
異
端
を
禁
圧
し
よ
う
と
し

た
が
、
こ
の
聖
俗
二
重
の
禁
圧
の
過
程
に
は
、
異
端
者
の
、
教
会
裁
判
権
か
ら
世
俗
裁
判
権
へ
の
法
的
な
意
味
に
お
け
る
「
引
き
渡
し
」

は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
、
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
五
世
紀
に
は
、
地
方
の
聖
職
者
が
事
実
上
、

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
時
代
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

な
お
、
最
後
に
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
教
皇
の
、
異
端
訴
訟
を
め
ぐ
る
一
般
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
と
、

第
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
、
教
皇
は
、
異
端
と
の
闘
争
の
な
か
で
、
世
俗
権
力
の
援
助
を
要
請
し
、
賞
賛
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

の
支
持
を
要
求
し
て
い
る
し
、
教
皇
レ
オ
一
世
は
、
「
書
簡
」
第
一
五
号

（
四
四
七
年
）
に
お
い
て
、
教
会
は
死
刑
を
科
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
死
刑
が
キ
リ
ス
ト
教
皇
帝
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

A
 
b
r
a
c
h
r
n
m
 
s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
・

□

理
さ
れ
る
。
告
発
は
と
き
に
義
務
的
な
も
の
と
さ
れ
、

{26) 

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。



関
法

第
四
二
巻
第
五
号

プ
リ
ス
キ
リ
ア
ヌ
ス
派
異
端
に
対
す
る
死
刑
の
適
用
も
承
認
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

(
l
)

本
節
に
お
け
る
叙
述
は
、
主
と
し
て
、

L
a
p
r
a
t
,
0
 p. 
cit., 
coll. 
9
8
8
 ,
 
9
9
2

に
基
づ
い
て
い
る
。

(2) 
H
i
n
s
c
h
i
u
s
,
 a.a.O., 
B
d
.
 I
V
,
 S
.
 
7
0
2
,
 
A
n
m
.
 7
;
 
S
.
 
7
4
6
,
 A
n
m
.
 3
 

• 

.;q
よ
ひ
T
h
o
m
a
s
d
e
 C
a
u
z
o
n
s
 [pseud.]• 

H
i
s
t
o
i
r
e
 d
e
 J'lnquisition 
e
n
 

F
r
a
n
c
e
,
 t. 
I, 
Paris: B
l
o
u
d
 et cie, 
1
9
0
9
,
 p. 
1
3
8
.
 
-,l.J~ 

昭
t

せ
よ
。

(
3
)
 
H
i
n
s
c
h
i
u
s
,
 a.a.0., S
.
 
7
5
8
 f. 

(
4
)
 
H
e
f
e
l
e
 ,
 
L
e
c
l
e
r
c
q
,
 op. 
cit.,t. 
I, 
1
 r
e
 part., 
p. 
4
4
9
 seq・ 

(
5
)
 
d
e
 C
a
u
z
o
n
s
,
 0
 p. 
cit., 
t. 
I, 
p. 
1
 

73 seq. 
を
参
照
せ
よ
。

(
6
)

ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
異
端
と
の
論
争
の
な
か
で
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
、
異
端
者
の
自
由
意
志
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
帰
順
と
い
う
考
え

か
ら
出
発
し
、
漸
次
、
世
俗
権
力
の
介
入
に
よ
る
帰
順
の
強
制
を
是
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
近
山
金
次

「
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
於
け
る
教
会
と
国
家
の
問
題
」
同
『
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
と
歴
史
的
世
界
』
（
慶
応
通
信
、
一
九
七
九
年
）
所
収
（
初
出
、

上
智
大
学
編
『
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
研
究
』
、
創
文
社
、
一
九
五
六
年
）
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
柴
田
平
―
―
一
郎
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け

る
『
教
会
と
国
家
』
」
同
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
思
想
』
（
未
来
社
、
一
九
八
五
年
）
所
収
（
初
出
、
『
独
協
法
学
』
第
二

0
号
、
一
九
八

四
年
）
も
参
照
せ
よ
。

(
7
)
 
M
a
n
s
i
,
 Concil., V
o
l
.
 
III, 
coll. 
7
7
1
‘
7
7
2
.
 

(8) 
PL., t. 
XXXIII. col. 
3
0
9
.
 

(
9
)
 
Ibid., coll. 
4
2
1
 ,
 
4
2
7
.
 

(10) 
Ibid., 
coll. 
3
8
8
 ,
 
3
9
5
.
 

(11) 
Ibid., 
col. 
3
5
3
.
 

(12) 
Ibid., 
coll. 
3
5
7
 ,
 
3
5
9
.
 

(13) 
Ibid., 
coll. 
3
9
8
 ,
 
4
0
0
.
 

(14) 
Ibid., 
coll. 
3
2
1
 ,
 
3
4
7
.
 

(15) 
Ibid., 
coll. 
3
2
2
‘
3
2
3
.
 

五

(
-
―
―
八
）



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare)-~,'!i· 

曰

五

(16) 
Ibid., 
col. 
3
4
5
.
 

(17) 
Ibid., 
col. 
8
0
4
.
 
こ
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、

cogite
i
n
t
r
a
r
e
 
(
c
o
g
e
 i
n
t
r
a
r
e
な
い
し
c
o
m
p
e
l
l
e
intrare
と

い
う
第
二
人
称
単
数
命
令
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
書
簡
も
あ
る
）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
ば
（
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
一
四
章
第
二
三
節
）

を
根
拠
に
、
異
端
者
の
自
由
意
志
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
世
俗
権
力
の
強
制
を
用
い
て
異
端
者
を
正
統
信
仰
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
是
認
す
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
、
い
わ
ゆ
る
c
o
g
e
/
c
o
m
p
e
l
l
e
 i
n
t
r
a
r
e
の
教
説
に
つ
い
て
は
、

H
e
r
b
e
r
t
A
.
 D
e
a
n
e
,
 T
h
e
 Political a
n
d
 S
o
c
i
a
l
 I
d
e
a
s
 o
f
 St. 

A
u
g
u
s
t
i
n
e
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
 /
 L
o
n
d
o
n
:
 C
o
l
u
m
b
i
a
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 
1
9
6
3
,
 p. 
2
0
0
 ff.
、
お
よ
ひ
'
R
.
A
.
 M
a
r
k
u
s
,
 S
a
e
c
u
l
u
m
:
 H
i
s
t
o
r
y
 a
n
d
 

S
o
c
i
e
t
y
 in t
h
e
 T
h
e
o
l
o
g
y
 o
f
 St. 
A
u
g
u
s
t
i
n
e
,
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
 C
o
m
b
r
i
d
g
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 1
9
7
0
,
 p. 
1
3
3
 ff. 1l<l~ 

昭
~
サ
L
よ
。

(18) 
PL., t. 
X
X
X
I
I
I
,
 coll. 
3
2
9
 ,
 
3
3
0
.
 

(19) 
Ibid., 
t. 
X
X
X
I
I
,
 col. 6
3
2
.
 

(20) 
Ibid., 
t. 
X
X
X
I
I
I
,
 col. 
3
3
8
.
 

(21) 
Ibid., 
col. 
3
6
6
.
 

(22) 
H
e
f
e
l
e
-
L
e
c
l
e
r
c
q
,
 0
 p. 
cit., 
t. 
I, 
z
e
 part., 
1
9
0
7
,
 p. 
7
1
6
.
 

(23) 
PL., t. 
XLIII, col. 
7
1
6
.
 

(24)

元
首
政
時
代
に
お
け
る
「
特
別
審
理
手
続
」

(cognitio
e
x
t
r
a
 o
r
d
i
n
e
m
)

の
発
達
、
お
よ
ぴ
専
主
政
時
代
に
お
け
る
そ
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

前
掲
・
船
田
『
ロ
ー
マ
法
』
第
一
巻
、
三
三
九
ー
三
四
二
頁
、
お
よ
び
、
四
一
三
ー
四
一
五
頁
を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
元
首
政
時
代
に
お
け
る
刑

事
裁
判
一
般
に
つ
い
て
は
、
柴
田
光
蔵
『
ロ
ー
マ
裁
判
制
度
研
究
ー
元
首
政
時
代
を
中
心
と
し
て
ー
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
六
八
年
）
九

―
―
—
二
八
七
頁
を
参
照
せ
よ
。

(25) 
PL., t. 
X
X
X
I
I
I
,
 col. 
3
6
7
.
 

(26) 
D
e
a
n
e
,
 0
 p. 
cit., 
p. 
2
0
9
.
 

(27) 
PL., t. 
L
I
V
,
 col. 
6
7
9
.
 な
お
、
プ
リ
ス
キ
リ
ア
ヌ
ス
派
と
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
影
響
を
受
け
て
修
徳
運
動
を
展
開
し
た
、
ス
ペ
イ
ン
の

プ
リ
ス
キ
リ
ア
ヌ
ス
（
＿
―
-
八
六
年
に
、
ト
リ
ー
ア
で
、
対
立
皇
帝
マ
ク
シ
ム
ス
に
よ
っ
て
、
マ
ニ
教
徒
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
）
の
教
説
を
信
奉
す

る
一
派
で
あ
る
。

(
-
―
一
九
）



(
-
―
二

0
)

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
的
国
家
理
念
は
消
滅
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
「
公
的
犯
罪
」

(
c
r
i
m
e
n
p
u
b
l
i
c
u
m
)
 

と
い
う
観
念
を
希
薄
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ゲ
ル
マ
ン
人
た
ち
は
神
学
上
の
議
論
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
東

ロ
ー
マ
帝
国
で
は
皇
帝
自
ら
が
神
学
議
論
に
関
与
し
た
の
に
対
し
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
間
で
は
ま
さ
に
聖
職
者
が
こ
の
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
教
会
は
、
異
端
に
対
し
、
教
会
に
固
有
の
懲
戒
方
法
だ
け
を
使
用
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

初
期
フ
ラ
ン
ク
王
国
で
は
、
教
会
は
、
再
洗
礼
な
ど
の
一
定
の
異
端
的
行
為
だ
け
を
禁
止
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

五
三
八
年
の
第

三
オ
ル
レ
ア
ン
教
会
会
議
決
議
第
三
四
条
は
、
再
洗
礼
を
行
っ
た
異
端
者
を
国
王
法
廷
に
召
喚
し
な
い
、
伯
お
よ
び
そ
の
臣
下
は
破
門
に

釘）ヽ

処
せ
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る
力
こ
の
決
議
か
ら
は
、
初
期
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
け
る
一
般
的
な
裁
判
管
轄
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
五
四
一
年
の
第
四
オ
ル
レ
ア
ン
教
会
会
議
決
議
第
八
条
、
六

二
六
ー
六
二
七
年
の
ク
リ
シ
ー
教
会
会
議
決
議
第
五
条
、
六
二
七
ー
六
三

0
年
の
無
名
教
会
会
議
決
議
第
四
条
、
七
四
四
年
の
ソ
ワ
ッ
ソ

ン
教
会
会
議
決
議
第
二
条
な
ど
で
は
、
異
端
の
禁
圧
は
司
教
の
み
が
こ
れ
を
な
し
う
る
、
と
さ
れ
て
お
り
、
教
会
が
世
俗
権
力
に
よ
る
異

西
ゴ
ー
ト
王
国
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
な
ら
、
そ
こ
に
お
い
て
す
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
異
端
禁
圧
勅
法
の
影
響
力

は
微
弱
で
あ
る
。
『
ア
ラ
リ
ッ
ク
抄
典
』
は
、
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
勅
法
彙
纂
』
第
一
六
巻
第
五
章
「
異
端
者
に
つ
い
て
」
を
ま
っ
た
く
採
録

し
て
お
ら
ず
、

一
定
の
異
端
者
に
死
刑
を
科
す
こ
と
を
規
定
す
る
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
ニ
世
の
勅
法
（
四
三
八
年
）
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア

{
4
)
 

ヌ
ス
一
二
世
の
勅
法
の
み
を
採
録
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
・
西
ゴ
ー
ト
王
国
の
法
典
に
お
い
て
は
、
教
会
と
国
家
の
緊
密
な
協
力
関
係
に

よ
っ
て
、
異
端
を
「
公
的
犯
罪
」
と
と
ら
え
る
考
え
方
が
保
持
さ
れ
た
が
、
教
会
に
よ
る
異
端
者
の
世
俗
権
力
へ
の
引
き
渡
し
に
つ
い
て

端
の
禁
圧
を
承
認
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
五
号

(
1
)
 

フ
ラ
ン
ク
王
国
時
代

関
法

五
四



さ
て
、

A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare)>~! 

•H 

五
五

{6) 

カ
ロ
リ
ン
グ
期
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
で
は
、
聖
俗
両
権
の
提
携
は
統
治
に
お
け
る
基
本
原
則
と
な
り
、

制
裁
と
世
俗
的
制
裁
と
い
う
聖
俗
二
重
の
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
不
服
従
聖
職
者
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
な
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」
は
こ
こ
に
も
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
非
改
悛
異
端
に
対
す
る
国
家
的
強
制
を
こ
の
時
期
の
教
会
が
承
認
し
て
い

る
と
い
う
点
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
考
え
方
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
八
一
三
年
の
マ
イ
ン
ツ
教
会
会
議
決
議
第
二
二
条
、

八
―
―
―
一
年
の
ト
ゥ
ー
ル
教
会
会
議
決
議
第
四
一
条
、

ト
リ
プ
ー
ル
教
会
会
議
決
議
第
二
三
条
な
ど
か
ら
、
教
会
は
、
教
会
的
権
威
に
執
拗
に
反
抗
し
続
け
る
聖
職
者
お
よ
び
俗
人
に
国
家
的
強

制
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
一
般
的
に
は
是
認
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ヒ
ン
ク
マ
ー
ル
ス
の
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

k
o
)
 

二
世
（
ド
イ
ツ
人
王
）
宛
書
簡
の
よ
う
な
教
理
文
書
や
、
七
五
五
年
の
ヴ
ェ
ル
ヌ
ー
イ
勅
令
第
九
条
、
八
五
七
年
の
キ
エ
ル
ジ
ー
勅
令
第

六
条
、
八
六
二
年
の
ピ
ス
ト
イ
ア
勅
令
第
四
条
な
ど
の
勅
令
に
も
、
国
家
的
強
制
の
承
認
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

離
教
お
よ
び
聖
職
売
買
（
シ
モ
ニ
ア
）
と
い
っ
た
異
端
は
別
の
方
法
で
禁
圧
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
七
八
九
年
の
「
一
般
布
告
」

(
a
d
o
m
o
n
i
t
i
o
 g
e
n
e
r
a
l
i
s
)

第
三
三
条
で
は
、
か
か
る
異
端
に
対
す
る
種
々
の
教
会
刑
罰
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
が

禁
圧
の
出
発
点
と
な
る
。
カ
ー
ル
大
帝
は
、
こ
の
よ
う
に
威
嚇
す
る
こ
と
で
異
端
的
行
為
を
抑
止
し
う
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
本
稿
ー

二
で
ふ
れ
た
よ
う
な
勅
令
の
諸
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
不
服
従
聖
職
者
に
関
す
る
訴
訟
に
は
積
極
的
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
カ
ー
ル
で

あ
っ
た
が
、
彼
は
、
異
端
者
に
つ
い
て
は
、
教
会
会
議
に
お
け
る
異
端
宣
告
を
公
布
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
養
子
論
を
主
張
し

た
、
ト
レ
ド
の
エ
リ
パ
ン
ド
ゥ
ス
お
よ
び
ウ
ル
ヘ
ル
の
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
は
、
七
九
四
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
教
会
会
議
に
お
い
て
異
端
を

(11) 

宣
告
さ
れ
た
が
、
カ
ー
ル
は
、
こ
の
異
端
宣
告
を
、
同
教
会
会
議
勅
令
第
一
条
と
し
て
公
布
し
た
だ
け
で
あ
る
。
世
俗
権
力
の
干
渉
は
最

-5} 

は
何
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

八
五
一
二
年
の
マ
イ
ン
ツ
教
会
会
議
決
議
第
―
一
条
、
時
代
は
降
る
が
、
九
八
五
年
の

~ 一
定
の
犯
罪
に
は
教
会
的



2 1 

に
到
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
四
二
巻
第
五
号

小
限
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
異
端
に
関
し
て
は
、
世
俗
権
力
が
ま
っ
た
＜
干
渉
し
な
い
場
合
す
ら
あ
り
、
そ
の
場
合

に
は
、
異
端
訴
訟
は
、
完
全
に
教
会
の
懲
戒
訴
訟
手
続
の
諸
形
式
に
し
た
が
っ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
決
定
論
的
救
済
予
定
説

に
よ
っ
て
、
八
四
八
年
の
マ
イ
ン
ツ
教
会
会
議
お
よ
び
八
四
九
年
の
キ
エ
ル
ジ
ー
教
会
会
議
に
お
い
て
異
端
宣
告
を
受
け
た
、
異
端
修
道

（
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
）

の
場
合
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
教
会
の
方
か
ら
、
世
俗
権
力
の
介
入
を
要
請
し

た
例
も
あ
る
。
．
七
四
五
年
に
、
聖
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
の
要
求
に
基
づ
い
て
、
ピ
ビ
ン
と
カ
ー
ル
マ
ン

-12) 

二
人
の
聖
職
者
を
禁
固
に
処
し
た
こ
と
か
、
そ
れ
で
あ
る
。

「
異
端
で
あ
り
離
教
し
た
」

(
h
e
r
e
t
i
c
o
s
et 
s
c
i
s
m
a
t
i
c
o
s
)
 

~ 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
異
端
者
は
す
べ
て
聖
職
者
な
の
で
あ
る
か
ら
、
聖
俗
両
権
に
よ
る
異
端
問
題
へ
の
干
渉
は
、
す
で
に
み
た
、
聖

職
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
原
則
は
明
確
で
あ
り
、
八
二
九
年
の
パ
リ
教
会
会

議
決
議
第
―
一
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
「
神
に
よ
っ
て
忌
み
嫌
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
そ
れ
〔
II
異
端
〕

が
、
尊
ぶ
べ
き
聖
職
者
た
ち
の
同
意
を
得
た
皇
帝
の
権
力
お
よ
び
権
威
に
よ
っ
て
、

士
、
ゴ
デ
ス
カ
ー
ル
ク
ス

関
法

ロ
ー
マ
教
会
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
が
、
ま
ず
必
要

で
あ
る
。
」

(
Q
u
a
e
e
t
i
a
m
 D
e
o
 o
d
i
b
i
l
i
s
 
p
e
s
t
i
s
 
p
r
i
m
u
m
 n
e
c
e
s
s
e
 e
s
t
 u
t
 i
m
p
e
r
i
a
l
i
 a
u
c
t
o
r
i
t
a
t
e
 et 
p
o
t
e
s
t
a
t
e
 c
u
m
 c
o
n
s
e
n
s
u
 v
e
n
e
r
、

(13) 

a
b
i
l
i
u
m
 s
a
c
e
r
d
o
t
u
m
 a
 r
o
m
a
n
a
 E
c
c
l
e
s
i
a
 a
m
p
u
t
e
t
u
r
.
)

。

ふ

“
<
Lィ
J‘

卑
六
碑
噴
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益
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卜
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つ

て

扉
K
問

E
W

れ
、
そ
れ
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
っ
た
と
き
、
教
会
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
教
会
の
有
罪
判
決
の
結
果
と
し
て
、
世
俗
権
力

が
干
渉
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
教
会
が
さ
ら
に
積
極
的
に
世
俗
権
力
の
助
力
を
要
求
す
る
な
ら
、

つ
い
に
は
、
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」

本
節
に
お
け
る
叙
述
は
、
主
と
し
て
、
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a
p
r
a
t
.
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五
六

カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
の
子
）
が
、



八
b
r
a
c
h
i
u
msaeculare>~,~ 

・
〗
〗

あ
る
。
プ
リ
ュ
ム
の
レ
ギ
ー
ノ

第
九
ー
一

0
世
紀
に
お
け
る
異
端
は
社
会
に
切
迫
し
た
危
機
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
特
別
な
禁
圧
措
置
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
異
端
の
禁
圧
に
関
す
る
カ
ノ
ン
法
令
集
が
こ
の
時
期
に
は
存
在
し
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で

（
八
四

0
頃
ー
九
一
五
年
）

は
、
『
教
会
会
議
訴
訟
事
件
お
よ
び
教
会
的
懲
戒
に
つ
い
て
』

(
D
e
s
y
n
n
o
 ,

 

d
a
l
i
b
u
s
 c
a
u
s
i
s
 e
t
 d
i
s
c
i
p
l
i
n
i
s
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c
c
l
e
s
i
a
s
t
i
c
i
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H
鈴
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岬
切
の
）
ギ
ナ
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言
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d
芋
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l
)
イ
ヽ
い
ス
)
ぷ
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‘
チ
J

こ
で
、
征
以
は
、
北
k
芯
5
馳
仄
卑
六
婢
珊
土
臼

は
カ
ロ
リ
ン
グ
期
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
の
み
懲
戒
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ル
ー
リ
の
ア
ッ
ボ
ー
の
教
会
法
令

(
l
)
 

フ
ラ
ン
ク
王
国
分
裂
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
ま
で
の
時
代
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(
6
)

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
山
田
欣
吾
「
『
教
会
』
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ク
帝
国
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
期
中
世
社
会
の
特
色
を
理
解
す
る
た
め
に

」
（
世
良
晃
志
郎
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
身
分
制
社
会
の
歴
史
と
構
造
』
創
文
社
、
一
九
八
七
年
、
所
収
）
を
参
照
せ
よ
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次
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
期
の
教
会
法
令
集
を
み
て
み
よ
う
。

承
認
す
る
ヴ
ェ
ル
ヌ
ー
イ
教
会
会
議
の
諸
決
議
を
採
録
し
て
い
る

お
か
れ
て
い
る
が 第

四
二
巻
第
五
号

マ
ニ
教
徒
に
対
す
る
も

一
般
的
に
、
君
主
は
自
ら
の
裁
判

(
-
―
二
四
）

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ブ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
の
教
会
法
令
集
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
勧
奨
、
お
よ
び
、
一
奨
励
し
、
恐
怖
さ
せ
、
矯
正
す
る

こ
と
に
よ
る
」

(
e
x
h
o
r
t
a
n
d
o
,
t
e
r
r
e
n
d
o
,
 c
o
r
r
i
g
e
n
d
o
)

臣
民
の
品
行
の
純
化
と
い
う
、
教
会
に
対
す
る
君
主
の
義
務
に
関
す
る
規
定
が

（
第
一
五
巻
第
一
六
条
）
、
こ
の
規
定
は
、
異
端
問
題
に
直
接
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
法
令
集
で

（
第
一
五
巻
第
二

0
条
）
、
ま
た
、
窃
盗
の
禁
止
に
関
し
て

は
、
こ
れ
に
な
ら
ん
で
、
シ
モ
ニ
ア
的
異
端
に
関
し
て

{
5
)
 

条
）
、
聖
俗
両
権
の
協
力
を
示
唆
す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
会
的
懲
戒
に
つ
い
て
は
、

権
に
よ
っ
て
教
会
的
懲
戒
を
補
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

者
が
力
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
〔
世
俗
〕
権
力
が
懲
戒
に
よ
っ
て
恐
怖
を
課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(ut
q
u
o
d
 n
o
n
 p
r
a
e
v
a
l
e
t
 

l

.

）
と
、
う
文
言
が
引
か
れ
て
い
る

s
a
c
e
r
d
o
s
 efficere 
p
e
r
 d
o
c
t
r
i
n
a
e
 s
e
r
m
o
n
e
m
,
 p
o
t
e
s
t
a
s
 h
o
c
 i
m
p
e
r
e
t
 p
e
r
 d
i
s
c
1
p
 m
a
e
 t
e
r
r
o
r
e
m
'

し

(6) 

（
第
一
五
巻
第
四
三
条
）
。
し
か
し
、
異
端
者
に
関
す
る
旧
来
の
テ
ク
ス
ト
で
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
異
端
者
の
破
門
や
異
端
者
と

(
8
)
 

の
交
際
禁
止
（
第
一
九
巻
第
一

0
五
条
）
、
背
教
者
の
免
職
（
第
一
九
巻
第
一
―
―
―
―
―
-
、
一
三
四
条
）
な
ど
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
非

改
悛
異
端
者
に
対
す
る
聖
俗
二
重
の
懲
戒
に
関
し
て
い
え
ば
、

集
に
も
特
別
な
規
定
は
み
ら
れ
な
い
。

関
法

（
第
一
―
巻
第
五
七

セ
ビ
リ
ア
の
イ
シ
ド
ー
ル
ス
の
、
「
教
理
に
よ
っ
て
説
教
す
る
聖
職

ブ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
は
、
プ
リ
ュ
ム
の
レ
ギ
ー
ノ
と
同
様
、
国
家
的
強
制
を

(
9
)
 

（
第
二
巻
第
一
七
九
条
）
。

ル
ッ
カ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
法
令
集
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
異
端
禁
圧
勅
法
、
と
り
わ
け
、

(10) 

の
が
採
録
さ
れ
て
い
る
（
第
―
二
巻
第
六
六
条
）
。

(11) 

1
0
八
―
―
一
年
か
ら
一
〇
八
六
年
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
、
枢
機
卿
デ
ウ
ス
デ
ー
デ
ィ
ト
ゥ
ス
の
教
会
法
令
集
に
も
、
異
端
者
の
処
罰
に
関

五
八



A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 
s
a
e
c
u
l
a
r
e
)
,
 論
・
曰

見
い
だ
せ
る
。

す
る
聖
俗
両
権
の
関
係
を
規
定
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
あ
ま
り
多
く
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
離
教
者
な
い
し
異
端
者
の
カ
ノ
ン
法
上
の
無
能

(

1

2

)

(

1

3

)

 

力
に
関
す
る
規
定
（
第
四
巻
第
一
六
三
条
）
や
、
非
改
悛
異
端
者
の
矯
正
に
関
す
る
規
定
（
第
三
巻
第
四
五
条
）
と
と
も
に
、
教
会
に
対

一
八
八
条
ー
'
_
こ
れ
は
、
プ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス

す
る
世
俗
権
力
の
役
割
に
つ
い
て
の
示
唆
を
い
く
つ
か
見
い
だ
せ
る

の
教
会
法
令
集
で
も
引
用
さ
れ
て
い
た
文
言
を
含
む
、

（
第
四
巻
第
一
八
七
、

五
九

セ
ビ
リ
ア
の
イ
シ
ド
ー
ル
ス
の
よ
く
知
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
）
。
ま
た
、
離

教
に
関
し
て
は
、
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
大
教
皇
の
ナ
ル
セ
ス
宛
書
簡
か
ら
採
ら
れ
た
、
「
こ
の
よ
う
な
人
々

仁μ

う
一
負

力
に
よ
っ
て
、
圧
迫
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(
P
e
r
e
x
t
e
r
a
s
 p
o
t
e
s
t
a
t
e
s
 h
u
i
u
s
m
o
d
i
 h
o
m
i
n
e
s
 d
e
b
e
r
e
 o
p
p
r
i
m
i
.
)

と
し

(15) 

（
第
一
巻
第
一
八
一
条
）
が
、
世
俗
権
力
の
役
割
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

シ
ャ
ル
ト
ル
の
イ
ヴ
ォ
の
三
つ
の
教
会
法
令
集
に
は
、
異
端
を
め
ぐ
る
聖
俗
両
権
の
関
係
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
は
、
ほ
と
ん
ど
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、
『
教
会
法
令
集
』
に
は
、
異
端
者
の
法
的
無
能
力
、
破
門
さ
れ
た
異
端
者
と
の
交
際
の
禁
止
、
背
教
者
に
関
す
る
規

定
と
な
ら
ん
で
、
君
主
の
教
会
に
対
す
る
義
務
に
関
す
る
規
定
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
（
第
一

0
部
第
九
六
、
九
九
条
、
第
一
六
部

第
四
四
条
）
。
ま
た
、
異
端
者
お
よ
び
離
教
者
を
処
罰
す
る
世
俗
裁
判
権
の
義
務
（
第
一

0
部
第
七
五
条
）
、
異
端
者
お
よ
び
離
教
者
を

(18} 

帰
順
さ
せ
る
た
め
に
科
せ
ら
れ
る
世
俗
的
刑
罰
の
正
当
性
（
第
一

0
部
第
五
九
条
）
、
あ
る
い
は
、
非
改
悛
者
に
帰
順
を
強
制
す
る
た
め

の
正
当
性
（
第
一
六
部
第
三
四
五
条
）
に
関
す
る
規
定
も

に
科
せ
ら
れ
る
「
世
俗
権
力
の
懲
戒
」

(
d
i
s
c
i
p
l
i
n
a
s
a
e
c
u
l
a
r
i
s
 p
o
t
e
n
t
i
a
e
)
 

と
こ
ろ
で
、
J
・
ア
ヴ
ェ
に
よ
れ
ば
、
第
一

0
世
紀
末
ま
で
、
異
端
者
に
世
俗
的
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
定
め
て
い
る
立
法
や
法
的
慣
習

蓬‘

は
存
在
せ
ず
、
法
は
、
異
端
に
対
す
る
世
俗
権
力
の
対
応
の
し
方
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
力
非
改
悛
異
端
の
場

合
に
は
、
世
俗
権
力
の
干
渉
が
教
会
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
ア
ヴ
ェ
説
を
全
面
的
に
は
支
持
で
き
な

(
-
―
二
五
）

〔

II
離
教
者
〕
は
、
外
部
の
権



俗
権
力
に
る
処
罰
が
そ
の
者
た
ち
に
あ
る
べ
き
か
ど
う
か
」

(
a
n
t
e
r
r
e
n
a
e
 p
o
t
e
s
t
a
t
i
s
 in e
o
s
 sit 
a
n
i
m
a
d
v
e
r
t
e
n
d
u
m
)

と
い
う
相
談

を
受
け
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
ゾ
ン
は
、
破
門
を
科
す
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

―
―
四
四
年
に
リ
エ
ー
ジ
ュ
に
お
い
て
異
端
者
が
処
刑
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
ヴ
ァ
ゾ
ン
に
は
関
わ
り
の
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
、

エ
ー
ジ
ュ
の
司
教
ヴ
ァ
ゾ
ン
は
、

第
四
一
一
巻
第
五
号

―
―
一
四
年
に
ソ
ワ
ッ
ソ
ン
に
お
い
て
、

{21) 

1
0
世
紀
以
来
、
異
端
者
は
普
通
法
上
の
犯
罪
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
も

妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
異
端
は
ま
ず
教
会
裁
判
権
が
こ
れ
を
管
轄
し
、
明
確

な
規
定
を
欠
い
て
は
い
る
も
の
の
、
教
会
裁
判
権
は
必
要
と
あ
ら
ば
、
異
端
者
を
世
俗
裁
判
権
に
引
き
渡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
一
―
世
紀
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
カ
タ
リ
派
異
端
が
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
捲
し
は
じ
め
る
。
こ
の
危
機
の
時
代
に
、

異
端
と
の
闘
争
に
お
い
て
勝
利
を
収
め
る
た
め
に
は
、
教
会
が
断
続
的
に
世
俗
権
力
の
援
助
を
要
請
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
方
法
と
は

別
の
方
法
が
必
要
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
く
整
備
さ
れ
た
手
続
を
最
初
か
ら
一
挙
に
考
案
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、
す
で
に
み
た
シ
ャ
ル
ト
ル
の
イ
ヴ
ォ
に
至
る
ま
で
の
こ
の
時
期
の
神
学
者
や
カ
ノ
ン
法
学
者
は
、
当
面
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
異

端
の
害
悪
を
阻
止
す
る
た
め
の
準
備
を
な
す
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
異
端
に
対
す
る
刑
罰
や
世
俗
権
力
の
役
割
が
必
ず
し
も
確

定
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
異
端
問
題
に
関
す
る
こ
の
時
期
の
カ
ノ
ン
法
規
に
は
明
確
な
一
貫
性
が
欠
如
し
て
い
る
が
、
新
し
い
体
系
的
措

一
挙
に
で
は
な
く
、
第
一
―
世
紀
か
ら
第
―
二
世
紀
の
間
に
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
徐
々
に
確
立
さ
れ
て
い
っ

第
―
二
世
紀
の
前
半
ま
で
は
、
教
会
の
異
端
に
対
す
る
態
度
も
比
較
的
穏
健
な
も
の
で
あ
っ
た
。
教
会
は
、
説
教
、
論
争
、
さ
も
な
け

れ
ば
教
会
刑
罰
に
よ
っ
て
、
異
端
を
排
撃
し
よ
う
と
し
、
世
俗
権
力
の
干
渉
に
反
対
す
る
こ
と
さ
え
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
リ

1
0
四
三
年
、
シ
ャ
ロ
ン
・
シ
ュ
ー
ル
・
マ
ル
ヌ
の
司
教
ロ
ゲ
ル
ス
か
ら
、
異
端
者
に
つ
い
て
、
「
世

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

置
は
、

い
。
ま
た
、
逆
に
、

P
・
ヴ
ィ
オ
レ
の
よ
う
に
、

関
法

六
〇

（
ー
ニ
―
六
）
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繭
・
日

会
に
よ
っ
て
破
門
さ
れ
た
異
端
者
が
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
に
よ
っ
て
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

世
も
、
異
端
が
こ
れ
以
上
猶
撒
す
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ゴ
ス
ラ
ー
に
お
け
る
異
端
者
焚
刑
の
例
は
、
確

定
さ
れ
た
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
激
昂
す
る
民
衆
の
反
異
端
感
情
に
よ
っ
て
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
―
世
紀
末
に
カ
ン
プ
レ
ジ
に
お
い
て
、
第
―
二
世
紀
に
ソ
ワ
ッ
ソ
ン
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
、
ケ
ル
ン
に
お
い
て
、
教
会
の
判
決
の
の
ち
に

の
霊
魂
の
破
滅
を
危
惧
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

六

ル
ド
ゥ
ス
が
異
端
者
に
拷
問
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
自
白
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
カ
タ
リ
派
異
端
が
問

題
と
さ
れ
た
―
一
世
紀
前
半
の
教
会
会
議
に
も
、

や
は
り
同
じ
よ
う
に
穏
健
な
対
応
が
み
ら
れ
、

1
0
四
九
年
の
ラ
ン
ス
教
会
会
議
お
よ

(22) 

び
一

0
五
六
年
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
教
会
会
議
で
は
、
カ
タ
リ
派
に
対
し
て
破
門
が
宣
告
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
教
会
に
よ
る
説
教
や
破
門
に
よ
っ
て
は
カ
タ
リ
派
の
伝
播
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
が
、
種
々
の
名
目
の

カ
タ
リ
派
と
し
て
告
発
さ
れ
た
者
に
は
聖
職
者
が
多
く
、
聖
職
者
に
は
、
従
来
か
ら
あ
る
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
に
関
す
る
規
定
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
国
王
の
介
入
を
義
務
づ
け
る
明
確
な
法
規
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
異
端
者
を
合
法
的
に
処
罰
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
国
王
は
、
異
端
訴
訟
を
指
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
教
会
と
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
国
家
と
の
伝

統
的
な
提
携
が
未
だ
忘
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
カ
タ
リ
派
の
新
し
い
教
理
が
社
会
に
も
た
ら
す
結
果
に
つ
い
て
危
惧
さ
れ
た
こ
の

時
代
に
は
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
公
序
と
い
う
考
え
は
、
確
か
に
存
在
し
た
。
年
代
記
作
者
ロ
ド
ゥ
ル
フ
ス
・
グ
ラ
ベ
ル
は
、

ロ
ベ
ー
ル
ニ
世
（
敬
虔
王
）
が
オ
ル
レ
ア
ン
の
異
端
者
を
処
刑
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、

1
0
五
一
年
お
よ
び
そ
の
翌
年
に
、
ゴ
ス
ラ
ー
に
お
い
て
、
非
改
悛
の
た
め
に
教

も
と
に
行
わ
れ
る
、
世
俗
権
力
の
干
渉
を
許
す
こ
と
に
な
る
。

聖
職
者
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

1
0
二
五
年
に
は
、

ロ
ベ
ー
ル
ニ
世
も
、
祖
国
の
荒
廃
と
国
民

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
三

(
-
―
二
七
）

フ
ラ
ン
ス
王

ア
ラ
ス
お
よ
び
カ
ン
プ
レ
の
司
教
で
あ
る
ゲ
ラ



は
、
こ
と
さ
ら
に
新
し
く
考
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
五
号

(
-
―
二
八
）

異
端
者
の
処
刑
を
担
当
し
た
の
は
、
民
衆
自
身
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ゴ
ス
ラ
ー
の
例
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

ヴ
ェ
ズ
レ
で
、
さ
ら
に
、
第
―
二
世
紀
末
に
は
ラ
ン
ス
で
、
世
俗
的
刑
罰
の
適
用
が
民
衆
に
諮
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
世
俗
権
力
は
、
民
衆
の
反
異
端
感
情
と
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
端
者
の
処
刑
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
な
お
、
教
会
的
制
裁
が
世
俗
的
制
裁
に
先
行
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
、
わ
れ
わ
れ
は
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
異
端
を
発
見
す
る
任
務
は
結
局
は
教
会
が
こ
れ
を
担
当
す
る
の
で
あ
り
、
教
会
は
、
異
端

者
を
処
罰
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
異
端
者
に
異
端
信
仰
を
放
棄
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
行
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
異
端

者
が
あ
く
ま
で
異
端
信
仰
に
固
執
す
る
場
合
に
の
み
、
破
門
が
宣
告
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
破
門
は
、
異
端
者
に
改
悛
を
強
制
す
る
、
ま
た
、

被
破
門
者
と
一
切
の
関
係
を
も
つ
こ
と
を
禁
止
す
る
、
最
後
の
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
異
端
者
の
異
端
信
仰
へ
の
固
執
が
、
異
端
訴

訟
の
第
二
段
階
、
す
な
わ
ち
、
世
俗
権
力
の
干
渉
を
発
動
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
異
端
者
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
破
門
さ
れ
た

の
ち
も
訴
訟
が
継
続
し
う
る
、
あ
る
い
は
、
法
廷
を
替
え
て
訴
訟
が
行
わ
れ
う
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

J
・
ア
ヴ
ェ
が
挙
げ
て
い
る
、
第
―
二
世
紀
の
異
端
訴
訟
事
件
の
諸
例
で
は
、
異
端
者
に
対
す
る
教
会
的
制
裁
の
み
で
終
局
を
迎
え
る

蓬‘

の
で
は
な
く
、
世
俗
権
力
に
よ
る
処
罰
が
続
い
て
い
る
事
件
が
多
い
力
世
俗
法
廷
に
お
け
る
異
端
訴
訟
の
継
続
な
い
し
法
廷
の
交
替
と

い
う
観
点
か
ら
す
る
な
ら
、
世
俗
権
力
の
介
入
が
見
ら
れ
る
事
件
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
説
明
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
手
続

1
0
二
ニ
年
の
オ
ル
レ
ア
ン
の
事
件
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
み
た
よ
う
た
手
続
に
し
た
が
っ
て
遂
行
さ
れ
た
第
一
段
階
の

異
端
訴
訟
が
、
カ
タ
リ
派
の
聖
職
者
・
俗
人
の
処
刑
と
い
う
結
末
に
至
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
こ
に
、
王
の
提
案
に
よ
る
二
重

の
訴
訟
手
続
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
異
端
訴
訟
で
は
、
審
理
の
後
、
教
会
は
、
聖
職
者
に
は
聖
職
剥
奪
、
俗

関
法
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晦
•
H

る
異
端
訴
訟
に
お
い
て
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
司
教
テ
オ
ド
ゥ
イ
ヌ
ス
は
、
あ
と
に
続
く
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
、

相
談
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
教
会
に
よ
る
異
端
聖
職
者
の
有
罪
宣
告
（
異
端
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
聖
俗
間
の

[25) 

事
前
の
相
談
は
な
い
）
が
行
わ
れ
た
後
、
世
俗
的
刑
罰
の
た
め
に
国
王
が
介
入
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
に
お
い
て
、
聖
俗
両
訴
訟
手
続
の
合
体
が
お
そ
ら
く
あ
っ
た
と
し
て
も
、
教
会
に
よ
る
訴
訟
遂
行
の
方
が
ま
ず
最
初
に

で
は
、
教
会
が
ま
ず
異
端
者
を
改
心
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
そ
れ
で
も
異
端
者
が
改
心
し
な
い
の
で
、
世
俗
権
力
は
異
端
者
を
焚
刑

し
か
し
、
第
―
二
世
紀
初
頭
か
ら
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
異
端
が
増
大
し
つ
づ
け
た
た
め
、
教
会
の
方
か
ら
、
世
俗
権
力
の

―
―
一
九
年
に
は
す
で
に
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
教
会
会
議
決
議
第
三
条
が
、
南
フ
ラ
ン

ス
の
カ
タ
リ
派
異
端
者
、
と
り
わ
け
、
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ブ
ル
ュ
イ
の
信
奉
者
た
ち
に
対
し
、
再
度
、
破
門
を
宣
告
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、

〔
異
端
者
が
〕
外
部
の
諸
権
力
に
よ
っ
て
懲
罰
さ
れ
る
こ
と
を
命
じ
る
」

(
p
e
r
p
o
t
e
s
t
a
t
e
s
 e
x
t
e
r
a
s
 c
o
e
r
c
e
r
i
 
p
r
a
e
c
i
p
i
m
u
s
)

と
付
言

し
て
い
る
。
同
じ
文
言
は
、
一
―
三
九
年
の
第
ニ
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
決
議
第
二
三
条
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
常
に

世
俗
権
力
の
懲
罰
が
付
加
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
学
者
的
異
端
者
の
場
合
に
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

―
―
四

0
年
の
サ
ン
ス
教
会
会
議
に
お
い
て
異
端
を
宣
告
さ
れ
た
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
と
ブ
レ
シ
ア
の
ア
ル
ノ
ル
ド
ゥ
ス
に
は
、
修
道
院
禁

固
刑
し
か
言
い
渡
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
こ
の
宣
告
は
、

助
力
を
要
請
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

に
処
し
た
の
で
あ
る
。

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
、

ま
た
、

(24) 

人
に
は
破
門
を
科
し
、
そ
の
あ
と
で
、
国
王
が
、
民
衆
の
同
意
を
得
て
、
異
端
者
の
焚
刑
を
命
令
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
0
五
0
年
の
事
件
も
同
様
で
あ
る
。
ア
ン
ヴ
ェ
ー
ル
の
司
教
ブ
ル
ー
ノ
と
そ
の
司
教
座
聖
堂
助
祭
ベ
レ
ン
ガ
リ
ウ
ス
に
対
す

1
0
三
四
年
に
遡
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
年
、
イ
タ
リ
ア
の
モ
ン
テ
フ
ォ
ル
テ

―
ニ
ニ
四
年
の
、

六

フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
一
世
と

ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ヘ
ン
リ
ク
ス
に
対
す
る
宣
告
と
同
様
、

(
-
―
―
一
九
）
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1
0
五
九
年
の
ロ
ー
マ
教
会
会
議
に
お
け
る
ト
ゥ
ー
ル
の
ベ
レ
ン
ガ
リ
ウ
ス
の
異
端
誓
絶
に
も
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
の
開
始
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ベ
レ
ン
ガ
リ
ウ
ス
は
、
彼
が
い
う
に
は
、
死
と
、
「
（
世
俗
）
法
廷
」

(forum)
に
お
け
る
訴
訟
を

(28} 

恐
れ
て
、
異
端
的
見
解
を
放
棄
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

ロ
ス
ケ
リ
ヌ
ス
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
民

(29) 

衆
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
異
端
誓
絶
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
。

1
0
九
二
年
頃
の
、

(
1
)

本
節
に
お
け
る
叙
述
は
、
主
と
し
て
、

L
a
p
r
a
t
,

0
 p. 
cit ,

 
,
 coll. 

9
9
4
 ,

 
9
9
6
.
 

に
基
づ
い
て
い
る
。

(
2
)
 
PL., t. 
C
X
X
X
I
I
,
 col. 
3
6
4
.
 

(
3
)
 
Ibid., t. 
C
X
L
,
 col. 
8
9
8
.
 

(
4
)
 
Ibid., col. 
9
0
0
.
 

(
5
)
 
Ibid., 
col. 
8
7
0
.
 

(
6
)
 
Ibid., 
col. 
9
0
7
.
 

(
7
)
 
Ibid., 
col. 
1
0
0
5
.
 

(
8
)
 
Ibid., 
col. 
1
0
0
9
.
 

(
9
)
 
Ibid., 
col. 
6
5
5
.
 

(10) 
C
e
l
e
s
t
i
n
 L
o
u
i
s
 T
a
n
o
n
,
 H
i
s
t
o
i
r
e
 d
e
s
 t
r
i
b
u
n
a
u
x
 d
e
 /'inquisition e
n
 F
r
a
n
c
e
,
 Paris: 
L
a
r
o
s
e
 et 
Force!, 1
8
9
3
,
 p. 
4
5
3
.
 

(11) 
F
o
u
r
n
i
e
r
 et 
L
e
 B
r
a
s
,
 op. 
cit., 
t. 
II, 
pp. 3
7
 ,
 
5
4
.
 
を
会
ヱ
照
せ
よ
。
な
お
、
本
法
令
集
の
校
訂
版
と
し
て
は
、

V
i
c
t
o
r
W
o
l
f
 v
o
n
 G
l
a
n
v
e
l
l
,
 

D
i
e
 K
a
n
o
n
e
s
s
a
m
m
l
u
n
g
 d
e
s
 K
a
r
d
i
n
a
l
 D
e
u
s
d
e
d
i
t
,
 B
d
.
 I: 
D
i
e
 K
a
n
o
n
e
s
s
a
m
m
l
u
n
g
 selbst, 
P
a
d
e
r
b
o
r
n
,
 1
9
0
5
 (
N
e
u
d
r
u
c
k
,
 A
a
l
e
n
:
 S
c
i
e
n
 ,
 

tia, 
1
9
6
7
)
.
 
が
あ
る
。

(12) 
a.a.O., 
S. 
4
7
5
.
 

(13) 
a.a.O 

•• 

S. 
2
8
8
.
 

(14) 
a.a.O., 
S. 
4
9
2
 f.
 

な
お
、
第
四
巻
第
一
三
八
条
末
尾

(a.a.O.,
S. 
4
6
2
)

を
参
照
せ
よ
。

緩
や
か
に
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

関
法

六
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A
 
b
r
a
c
h
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m
 
s
a
e
c
u
l
a
r
e
)
,
 論
・
曰

六
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(15) 
a.a.O., S
.
 
1
1
2
.
 

(16) 
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.
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.
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.
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汎
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col. 
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照
せ
よ
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i
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H
a
v
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t
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L
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h
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r
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i
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b
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c
u
l
i
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o
y
e
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g
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s
g
u
'
a
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m
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i
b
l
i
o
t
h
e
q
u
e
 d
e
 /'Ecole d
e
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h
a
r
t
e
s
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X
L
I
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1
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8
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4
9
8
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P
a
u
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H
i
s
t
o
i
r
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u
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r
o
i
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3
e
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a
r
o
s
e
 et F
o
r
c
e
!
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1
9
0
5
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 p. 
3
7
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,
 n. 
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(22) 
M
a
n
s
i
,
 Concil., V
o
l
.
 X
I
X
,
 col. 
7
3
7
,
 8
4
9
.
 

(23) 
H
a
v
e
t
,
 0
 p. 
cit., 
p
p
.
 5
0
7
 ,
 
5
1
3
.
 

(24)

こ
の
、
一

0
二
ニ
年
の
オ
ル
レ
ア
ン
の
事
件
に
つ
い
て
、
渡
邊
昌
美
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の

A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare),il! 疇
に
と
っ
て
も
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
一

0
二
ニ
年
は
、

中
世
異
端
史
上
―
つ
の
劃
期
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
異
端
発
生
が
始
ま
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
異
端
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
キ
リ
ス

ト
教
と
と
も
に
古
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
中
世
に
入
っ
て
以
来
そ
れ
ま
で
は
異
端
出
現
件
数
の
比
較
的
少
い
時
期
が
続
き
、
発
生
し
て
も
ほ
と
ん

ど
が
神
学
次
元
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
教
会
内
部
で
処
理
さ
れ
、
『
世
俗
の
腕
』

b
r
a
s
seculier
を
借
り
て
処
刑
す
る
例
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
の
事
件
は
、
異
端
特
有
の
刑
罰
と
し
て
火
刑
を
用
い
る
先
例
を
開
い
た
点
で
、
ま
ず
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
も
、
そ
の
過

酷
さ
よ
り
も
、
世
俗
権
力
の
強
力
な
介
入
、
つ
ま
り
異
端
の
社
会
化
な
い
し
政
治
問
題
化
と
い
う
点
で
注
目
に
値
す
る
。
第
二
に
、
こ
れ
は
一
連

の
異
端
続
発
の
開
始
を
告
げ
る
事
件
で
あ
っ
た
。
十
世
紀
極
末
か
ら
十
一
世
紀
半
ば
ま
で
の
異
端
発
見
に
関
す
る
記
録
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
か
ら
イ

タ
リ
ア
に
わ
た
る
範
囲
で
一
七
件
に
達
す
る
。
」
（
『
異
端
カ
タ
リ
派
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
二
頁
）

(25) 
G
e
n
e
s
t
a
l
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cit., 
p. 
3
2
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n
s
i
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X
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V
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6
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本
稿
で
は
、
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
の
起
源
と
展
開
が
、
聖
職
者
の
場
合
と
異
端
者
の
場
合
に
分
け
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
、
中
世
盛
期
後
半
以
降
を
対
象
と
す
る
こ
れ
ま
で
の

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
に
よ
り
つ
つ
、
重
罪
聖
職
者
の
引
き
渡

し
の
場
合
と
異
端
者
の
引
き
渡
し
の
場
合
を
峻
別
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ

の
続
稿
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
二
巻
第
五
号

i 

従
来
の

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
:
>
論
の
主
要
な
考
察
対
象
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
教
権
か

ら
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権
と
の
抗
争
が
熾
烈
を
極
め
る
中

世
盛
期
後
半
（
第
―
ニ
ー
一
三
世
紀
）
以
降
に
お
い
て
、
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
、
優
れ
て
明
確
な
も
の
と
し
て
発
現
す
る
が
ゆ
え
に
、

こ
れ
ま
で
の

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
>
論
も
、
中
世
盛
期
後
半
以
降
の
時
期
を
、
主
た
る
考
察
対
象
期
と
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
わ
れ
わ
れ
が
構
想
す
る

A
b
r
a
c
h
i
u
m
 s
a
e
c
u
l
a
r
e
:
>
論
で
も
、
こ
の
時
期
に
考
察
の
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
教
権
か
ら
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
と
い
う
問
題
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経

て
明
確
化
し
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
歴
史
的
に
跡
づ
け
て
お
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
考
察
の
対

象
と
な
る
時
期
を
、

ひ
と
ま
ず
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
ま
で
の
時
代
に
限
定
し
、
こ
の
時
代
に
到
る
ま
で
の
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
理
論

と
実
際
を
、
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
の
起
源
と
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た
の
で
あ
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
を
経
た
後
の
時

代
に
お
け
る
、
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
、
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
に
関
す
る
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
は
、
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

wi
お

わ

り

に

29) 
Ibid., t. 
V
,
 
1
r
e
 part., 
p. 
3
6
6
.
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き
る
。

A
 
b
r
a
c
h
i
u
m
 saeculare>~ 

躊
・
日

六
七

し
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
中
世
盛
期
後
半
以
降
明
確
化
す
る
重
罪
聖
職
者
お
よ
び
異
端
者
の
「
俗
権
へ

の
引
き
渡
し
」
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
起
源
と
展
開
の
段
階
に
お
い
て
は
、
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
が
本
稿
で
考
察
対
象
と
し
た
時
期
に

お
い
て
は
、
必
ず
し
も
、
中
世
盛
期
後
半
以
降
に
み
ら
れ
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
か
た
ち
で
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

本
稿
Il
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
考
察
対
象
と
し
た
時
期
に
お
い
て
は
、
世
俗
法
上
の
重
罪
を
犯
し
た
聖
職
者
と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
、
教
会
規
律
に
違
反
し
た
聖
職
者
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
重
罪
聖
職
者
で
は
な
く
、
司
教
に
不
服
従
な
下
級

聖
職
者
を
俗
権
へ
引
き
渡
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
考
察
対
象
と
し
た
時
期
に
お
い
て
は
、
教
会
は
、
世
俗

法
秩
序
の
維
持
を
配
慮
し
て
、
重
罪
聖
職
者
の
聖
職
を
剥
奪
し
て
彼
を
俗
権
に
引
き
渡
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら
の
位
階
制
秩
序
を
防

衛
す
る
た
め
、
ま
た
、
教
会
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
不
服
従
聖
職
者
を
俗
権
に
引
き
渡
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝

国
に
お
け
る
勅
法
に
み
ら
れ
た
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
、
な
か
ん
づ
く
、
除
品
（
聖
職
剥
奪
）
聖
職
者
の
「
c
u
r
i
a

へ
の
引
き
渡
し
」

に
関
す
る
諸
規
定
が
、
関
連
す
る
公
会
議
決
議
や
偽
教
皇
令
と
と
も
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
期
に
編
纂
さ
れ
た
教
会
法
令
集
に
ま
で
伝

え
ら
れ
、
そ
れ
が
、
俗
権
へ
の
隷
従
と
い
う
、
不
服
従
聖
職
者
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
教
会
は
、
不
服
従
聖
職
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
に
は
積
極
的
で
あ
り
、
「
世
俗
の
腕
」

(
b
r
a
c
h
i
u
m
s
a
e
c
u
l
a
r
e
)

を
借
り

て
、
位
階
制
秩
序
を
防
衛
し
、
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
俗
権
も
概
ね
こ
れ
に
協
力
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

こ
れ
に
対
し
て
、
異
端
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿

III
で
み
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
考
察
対
象
と
し
た
時
期

の
最
終
段
階
直
前
ま
で
、
教
会
は
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
く
、
俗
権
の
介
入
は
や
む
を
え
な
い
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
聖
職
者
の

場
合
と
ち
が
っ
て
、
異
端
者
の
場
合
に
は
、
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
に
関
す
る
規
定
、
と
り
わ
け
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
に
関
す
る
規

（
―
-
三
三
）
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定
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
期
の
教
会
法
令
集
に
至
っ
て
も
、
明
確
に
は
受
け
継
が
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
う
や
く
第
―
二
世
紀
初
頭
か
ら
、
教
会
の
態
度
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
が
、
教
会
が
積
極
的
に
俗
権
の
介
入

を
認
め
た
の
は
、
学
者
的
異
端
の
場
合
で
は
な
く
、
カ
タ
リ
派
な
ど
の
民
衆
的
異
端
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ

皇
帝
と
は
異
な
り
異
端
問
題
に
は
原
則
と
し
て
不
介
入
の
方
針
を
と
っ
た
フ
ラ
ン
ク
王
国
以
降
の
俗
権
も
、
民
衆
的
異
端
の
場
合
に
は
、

積
極
的
に
関
与
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
異
端
者
に
対
す
る
聖
俗
二
重
の
訴
訟
手
続
が
、
俗
権
の
主
導
の
も
と
に
進
行
す
る

こ
と
が
多
く
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
確
定
さ
れ
た
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
事
実
上
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に
お
け
る
「
人
効
論
」

(
e
x
o
p
e
r
e
 o
p
e
r
a
n
t
i
s
)

—
~
欠
格
聖
職
者
の
秘
蹟
は
無
効
で
あ
る
と

す
る
理
論
ー
の
採
用
は
、
そ
の
後
の
時
代
に
お
け
る
異
端
の
叢
生
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
に
な
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
を

経
た
後
、
教
会
は
、
叢
生
す
る
異
端
に
対
し
て
、
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
こ
の
対
応
の
な
か
で
、
異
端
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き

渡
し
」
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
。
ま
た
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
を
経
た
後
の
時
代
に
お
け
る
聖
俗
両
権
の
対
抗
関
係
の
な
か

で
、
聖
職
者
の
「
俗
権
へ
の
引
き
渡
し
」
は
、
如
何
な
る
過
程
を
経
て
、
不
服
従
聖
職
者
の
問
題
か
ら
重
罪
聖
職
者
の
問
題
へ
と
移
行
し

て
い
く
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
続
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
「
平
成
二
年
度
関
西
大
学
学
部
共
同
研
究
費
」
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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